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総長年頭挨拶

事務局が「災害等危機対策本部設置訓練」を実施

令和4年度「寳金総長に伝えたい！」を開催

令和4年度北海道地区大学SD研修「大学職員セミナー」を開催
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令和4年度北海道留学生交流推進協議会総会をオンラインにて開催

留学生のための「在留資格（ビザ）」無料相談会の開催

塩野義製薬株式会社に感謝状を贈呈

ワクチン研究開発拠点キックオフシンポジウムを開催

サブサハラ・アフリカの協定校向けに短期留学プログラ
ム（HUSTEP）を紹介

ザンビア大学日本語短期講座の再開を支援

アゼルバイジャンで日本留学フェアを開催

寳金総長がベルギー王国ゲント大学と大学間交流協定に署名
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「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファ
ンタジスタ　函館中部高校、札幌旭丘高校、札幌国際情
報高校にて3名の研究者が講義を実施

寳金総長がベトナム社会主義共和国・ホーチミン市及び
マレーシア・クアラルンプール市を訪問

令和4年度第8回　定例記者会見を開催
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タを体験してみよう！」を開催
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デモンストレーションを実施

サイエンス・フェスタ2022にてSDGsワークショップ 目指せ！みらい
博士 ～明日を創るのは君だ～ 北海道大学×チ・カ・ホを実施
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苫小牧市と北方生物圏フィールド科学センター苫小牧研
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和歌山研究林でアートプロジェクト「森のちからXIII」を開催
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全学ニュース

■全学ニュース

ほう きよきん ひろ

年頭の挨拶
---「社会と歩む卓越」を目指して---

第20代総長　寳金　清博

　新年、明けましておめでとうございます。北海道大学の
教職員、学生、関係者の皆様には、穏やかで静かな新年を
迎え、決意を新たに、それぞれの目標を持っていらっしゃ
ることと思います。少し、お時間をいただき、新年のご挨
拶を兼ねて、今年一年の北海道大学の展望について、皆さ
んと考えてみたいと思います。

　『今年は激動の年になる』という言い方は、毎年、使わ
れているように思います。歴代総長の年頭挨拶でも、常
に、そうした変革の時期にあることが強調されていました。

　確かに、歴代総長が指摘してきたように、大学は、いつ
も、大きな変化の中にいます。しかし、今、私たちは、こ
れまでとは根本的に異なる二つの大きな転換期の最中にい
ます。それは、第一に、地球レベルで言えば、私たちが信
じて疑うことのなかった制限のない拡大生産がプラネタリ
ー・バウンダリーの危機を背景に行き詰まっていること、
第二に、日本の地域のレベルで言えば、地域社会が人口減
少と高齢化により縮小し、その多くが消滅の危機にあるこ
とという、二つの根源的な危機だと考えています。

　昨年一年間を見ても、2月末にロシアによるウクライナ
侵攻が起こり、その後の悲惨な戦争状態が現在まで継続
し、「核兵器の使用」という想像したくない言葉までが現
実味を帯びています。また、すでに3年目を迎えているコ
ロナ禍が、依然として、社会活動を大きく制限し、その行
方は未だに楽観を許さない状況です。

　昨年2022年ばかりでなく、21世紀になって、drasticな転
換は、我々の想像を超えるスピードで深化し、社会を急速
に変えつつあります。Digital transformationは社会の在り
方、人の働き方、人間関係の基本となるコミュニケーショ
ンを根底から変えつつあります。大学での授業は、オンラ
インから、オンデマンド、そして、一部では、メタバース
が使われ始めています。また、サステイナビリティに関し
ては、厳格な世界基準が急速に構築されつつあり、多くの
企業はキャッチアップしていますが、大学に関して言え
ば、取り残されている大学がほとんどです。
　また、地政学的関係においても、米国の一極体制が揺ら

ぎ、ロシアの問題や東アジアにおける緊張関係といった状
況が私たちアカデミアにも大きな影響を及ぼしています。
学術の世界でも、グローバリゼーションが行き詰まりを見
せて、多極的、multilateralな混沌が支配的となり、新し
い秩序の形成に向けて動き出しています。
　そして、Z世代あるいはミレニアム世代と言われるデジ
タル ネイティブ、SDGs ネイティブの若い学生や教職員が
キャンパスの中心になり始めました。彼らの中には、既存
の20世紀的な経済成長至上主義から脱却し、地球からの搾
取を拒絶し、いかにして地球と共生し、循環型の社会を目
指すかを真剣に考えている人たちがいます。

　本学のような基幹総合大学は、教育・研究・社会共創を
通して、大きな役割があり、社会からも大きな期待を受け
ています。その責務は決して小さくありません。
　こうした世界の課題解決への貢献をするため、北海道
大学は、その創立以来、常に改革と発展を求められてきま
した。
　振り返ると本学は、札幌農学校から帝国大学への移行期
における大学存続の危機、太平洋戦争による社会の大きな
混乱などを克服してきました。直近では、10兆円の大学フ
ァンドや地域大学振興のためのパッケージが政策決定され
ており、さらに、大胆な変革が求められています。
　この大胆な改革力とレジリエントな経営力について、私
たちは、本学の歴史にそのルーツを見ることができます。
北海道大学は、明治政府から土地を付与され、それをア
セット（資産）として、北海道大学初代総長の佐藤昌介先
生などを中心として教職員が様々な経営戦略を駆使して、
現在の姿へと指数関数的な発展を遂げてきました。この稀
有な設立過程は、学内外の関係者にもあまり認識されてい
ません。
　この、私たちが受け継いだ最大の固有のアセットである
Land-grant Universityとしての経営力は、この危機でも大
きな力となることは、私たちの先人やその歴史が証明して
います。
　私たちは、現在、「地球」、「社会」、「個人」の変革
を念頭に置き、西暦2030年をターゲットイヤーとした北
海道大学のビジョン、HU VISION 2030の策定を行ってい
ます。その中では、卓越した世界的研究能力、すなわち

「Excellence」、そして、地域に密着した課題解決のため
の社会への拡張力すなわち「Extension」、この二つのEX
を融合したハイブリッド大学を目指すことを掲げていま
す。短い言葉で、「社会と歩む卓越、Excellence walking 
with Society」と表現しています。

　本年は、ご存じのように、国際卓越研究大学制度が発足
し、同時に、地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケ
ージが開始されます。さらには、社会的インパクトなどの
新しい評価制度が導入され、大学と社会の関係が大きく変
化します。その中で、北海道大学は、この二つのEX、
ExcellenceとExtensionを同時に発展させ、私たちが先人
から受け継いできた遺伝子をさらに発現させ、比類なき独
自のプロセスを経て、指定国立大学、そして、国際卓越研
究大学を目指すスタートの年とします。その最大の目的
は、北海道大学の建学の4つの精神を引き継いで次の世界
と日本をリードする子供達、若い学生、リーダーを育てる
ことです。
　そのために、いくつかの大胆な取り組みを検討していま
す。詳細は、今後、機会をみて、ご説明いたします。その
一つは、自己資金を大きく増加させるための大学債の運用
も含めた財務力の拡大、あるいは、社会から共感が得られ
るような創基150周年記念事業の展開などが挙げられます。

　北海道大学の四季おりおりの景色は美しいと思います
が、とりわけ私は、真冬の古河講堂が大好きです。114年
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の風雪に耐えてきたその古河講堂から少し目を移すと、白
い工事用のフェンスで覆われた建物が見えます。同じく北
海道大学最古の建築である旧昆虫学及養蚕学教室や旧昆虫
標本室です。今年の秋、この歴史的建造物が「北海道ワイ
ン教育研究センター棟」として生まれ変わります。持続可
能な社会を目指す「社会と歩む卓越」北海道大学の象徴と
して再生し、この秋には、皆様にご披露できる予定です。
ぜひご期待ください。

　2023年、令和5年は、うさぎ年です。北海道大学は、明
治9年、西暦1876年に札幌農学校として設立され、2026年
に創基150周年の記念の年を迎えます。新年を迎え、その
記念すべき年まで残り3年となり、うさぎのような大きな
飛躍 leapの一年にしたいと願っています。

　2年前の総長就任時に私は皆様に「北海道大学の再生と
発展」を約束させていただきました。皆様の評価は様々か
と思いますが、私は、「再生」についてはある程度クリア
し、これから、創基150周年に向けて、いよいよ「発展」
のステージにステップアップする時期に入ったと思ってい
ます。
　今年も一年、北海道大学の発展のため、私は、全力で当
たる所存です。皆様にも更なるご協力とご尽力をお願いす
る次第です。
　最後になりますが、皆様の今年一年のご健勝をお祈り申
し上げて、年頭の挨拶とさせていただきます。

　12月23日（金）、事務局2号館2階大
会議室において、災害等危機対策本部
設置訓練を実施しました。
　本訓練は、平時における大会議室の
レイアウトから、災害等危機対策本部
（以下「対策本部」）へのレイアウト
変更、ネットワーク環境の切替等を経
験することによって、災害発生時に迅
速な対策本部の設置・運営に必要な対
応力を身に付けることを目的とし、事

務局各課（室）の教職員35名が参加し
て行われました。
　進行役の総務課職員による指示の
下、対策本部を構成する各班に分か
れ、レイアウト変更、電話設置、ネッ
トワーク環境接続、電話回線及びネッ
トワーク通信テストなどの訓練が行わ
れました。
　訓練終了後、災害等危機対策本部総
括副本部長である行松理事から、参加

者一人一人が、日頃から災害発生時に
対する問題意識を持つことが重要であ
る、との講評が行われました。
　北海道大学では、今後も防災意識の
向上に資する訓練等を継続的に実施し
ます。

（総務企画部総務課）

事務局が「災害等危機対策本部設置訓練」を実施

講評を行う行松理事災害等危機対策本部設置訓練の様子
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事務局が「災害等危機対策本部設置訓練」を実施

講評を行う行松理事災害等危機対策本部設置訓練の様子
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全学ニュース

　11月29日（火）・30日（水）の両日、
高等教育推進機構情報教育館にて、令
和4年度北海道地区大学SD研修「大学
職員セミナー」を開催しました。
　本研修は、「大学職員のキャリア形
成と意識改革」をテーマとして、①職
場である大学を、日常業務から少し離
れた視点で捉える、②現場で起きてい
るさまざまな問題の背景、改革の方向
などについて考える、③他の参加者や
講師と議論しながら、今後の課題を探
っていくことを目的として、大学院教
育推進機構高等教育研修センター、総
務企画部人事課及び学務部学務企画課
が主催し、大学院教育学研究院の協力
により実施しているものです。
　大学職員セミナーは、大学職員が、
教員とともに大学改革の重要な担い手
として、その専門性を高める学習・研
修の場として、平成18年度から実施し
ており、今回が4年ぶり、14回目の開
催となります。
　今回は本学職員2名を含む、道内の

国公私立大学、高等専門学校の職員27
名が参加しました。
　1日目は、山本文彦理事・副学長に
よる開会の挨拶の後、マーケティン
グ・プランナー　臼井栄三氏を講師に
招き、「業務改革のための発想法～ア
イデアの作り方」をテーマとした講演
を行い、引き続いてグループワークを
行いました。
　2日目は、「コロナ禍を通じて見えて
きたもの」をテーマに、北星学園大学
伊藤圭一郎氏、北海道科学大学　川名
真紀子氏、北海道医療大学　小林昭博
氏、本学工学系事務部情報科学研究院
事務課　金久保秀斗氏による事例発
表・パネルディスカッションの後、コ
ロナ禍における業務の変化等につい
て、グループに分かれて情報交換を行
いました。その後、これからのwithコ
ロナ時代における大学のあり方を見据
え、①オンライン授業、②学生のキャ
ンパスライフ、③リモートワーク、④
DX・業務改革の4つのテーマから各自

がディスカッションしたいものを選
び、グループワークを行いました。最
後に各グループからの発表を行い、活
発な質疑応答が行われ、全日程終了後
に、山本堅一高等教育研修センター副
センター長から修了証書が授与されま
した。
　1日目の研修終了後に行われた情報
交換会では、活発な意見交換と参加者
同士の交流が行われ、大いに盛り上が
りました。
　アンケートでは、今後は業務の本質
を理解して取り組みたい、同じ世代の
職員と意見交換できて良い刺激となっ
た、他機関の現状や課題を知ることが
できて参考になった、グループワーク
で多くの機関の職員と交流を深めるこ
とができてよかった等の感想が寄せら
れました。

（学務部学務企画課）

令和4年度北海道地区大学SD研修「大学職員セミナー」を開催

臼井氏による講演 グループワークの様子 パネルディスカッションの様子

　9月15日（木）及び11月28日（月）、
総長と本学に在籍する学生とが直接対
話する「寳金総長に伝えたい！」を開
催しました。
　この取組は、総長と学生が直接対話
する機会として、令和2年度より実施
しているものです。
　9月15日（木）は本学に在籍する学
部学生を対象として、事務局大会議室
にて、寳金清博総長、山口淳二理事・
副学長、髙橋　彩副理事及び各学部の

学部学生12名で実施しました。
　11月28日（月）は本学に在籍する大
学院学生を対象として、附属図書館メ
ディアコートにて、寳金総長、山本文
彦理事・副学長、奥本素子オープンエ
デュケーションセンター准教授及び各
学院等の大学院学生10名で実施しまし
た。
　和やかな雰囲気の中、10年後の北大
の姿について、農場のある景色を残し
たい、北海道全体の魅力がつまった大

学であってほしい、という意見をはじ
め、研究分野を超えた学生同士の更な
る交流についての提案など、活発な意
見交換が長時間にわたって行われ、本
学及び参加された学生の双方にとって
大変有意義な機会となりました。
　本イベントの概要動画は、本学ウェ
ブサイトにて公開予定です。

（学務部学務企画課）

９月18日（木）会場の様子 総長に意見を伝える学生

11月28日（月）実施の様子 集合写真

令和4年度「寳金総長に伝えたい！」を開催
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全学ニュース

　新渡戸カレッジの大学院教育コース
では、12月17日（土）に高等教育推進
機構において、第15回メンターフォー
ラムを開催しました。
　社会の多様な分野で活躍する方々が
メンターに就任し、新渡戸カレッジ生
のキャリア意識の醸成、社会的視野の
広がり、及び人的ネットワークの形成
にご協力いただいています。
　メンターフォーラムは、新渡戸カレ
ッジ生が大学院修了後のキャリアを念
頭に、カレッジ生自身にとって身近な
ロールモデルであるメンターとの交流
を通じ、自身のキャリアパスをより具

体的に考える機会として、夏と冬の年
2回開催されています。
　当日は、第1部として講演会を行
い、『キャリアパスを考える』のテー
マで、6名のメンターに、ご自身のキ
ャリアや実社会における経験に基づく
アドバイス等について英語でご講演い
ただきました。新渡戸カレッジ生は、
多様な分野でグローバルに活躍する先
輩たちの話に刺激を受け、熱心に耳を
傾けていました。
　続く第2部では、新渡戸カレッジ生
が各メンターに自由に質問し対話を行
う交流会として実施しました。新渡戸

カレッジ生は大学における研究活動及
び今後本格化する就職活動等について
積極的に質問し、アドバイスを得るこ
とができました。
　本メンターフォーラムを通して、新
渡戸カレッジ生は、大学院生活をどの
ような姿勢で学修・研究に取り組み、
将来のキャリアデザインに繋げていく
ことができるか等について、貴重な洞
察を得ることができたようです。

（学務部教育推進課）

第15回（令和4年度第2回）新渡戸カレッジメンターフォーラムを開催

講演会様子（左：藤井メンター、右：集合写真）

交流会におけるメンターとの対話の様子

　外国人留学生を対象とした4年間の
学士課程プログラムである現代日本学
プログラム課程（現プロ）の4年生に
よる卒業論文ポスター発表会が、12月
22日（木）に学生交流ステーションに
て開催されました。
　発表会では、今年度末に現プロ第5
期卒業生となることを目指す4年生
が、卒業論文の内容をポスター報告の
形式で発表しました。発表された卒業

論文は、英語または日本語で執筆さ
れ、日本の地域政策、外交政策、言語
学や産業などの様々なテーマについ
て、外国人留学生ならではの視点から
研究を行った成果をまとめたもので、
4年間学んできたことの集大成と言え
るものです。
　発表会には、山口淳二理事・副学長
（現代日本学プログラム課程長）、髙
橋　彩副理事（現代日本学プログラム

副課程長）をはじめ、同課程担当教職
員、現プロ学生など多数が出席し、各
報告者からの興味深い発表に熱心に聞
き入っていました。
　4年生の多くは、卒業後に国内外の
企業への就職や大学院への進学を予定
しており、今後の活躍が期待されま
す。 

（学務部教育推進課）

令和4年度現代日本学プログラム課程卒業論文ポスター発表会を開催

現プロ4年生による卒業論文ポスター発表
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第15回（令和4年度第2回）新渡戸カレッジメンターフォーラムを開催

講演会様子（左：藤井メンター、右：集合写真）

交流会におけるメンターとの対話の様子
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令和4年度現代日本学プログラム課程卒業論文ポスター発表会を開催

現プロ4年生による卒業論文ポスター発表
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　12月8日（木）に、令和4年度北海道
留学生交流推進協議会総会をWeb会議
システム（Cisco Webex）にて開催し
ました。協議会には、北海道内の大
学、短期大学、高等専門学校、地方公
共団体、留学生支援団体から51名が参
加しました。
　はじめに、同協議会運営委員会委員
長である山口淳二理事・副学長から
「平成元年の協議会発足当初400名だ
った北海道の留学生は、2019年度には
3,800名を超え順調に増加していた。
しかし昨今は新型コロナウイルスの感
染拡大をうけ留学生数も減少に転じて
いる。留学生支援の在り方を模索しつ
つ今後、更なる受け入れ増加を目指す
中で、益々協力関係を密にして留学生
交流を支援していく必要があることか
ら、これらの問題を議論する場として
本協議会は大きな意義を持っている。」

旨、開会の挨拶がありました。
　引き続き、学生相談総合センターア
クセシビリティ支援室室長　榊原佐和
子准教授による「障害学生支援～大学
における合理的配慮とその課題」と題
した講演で、留学生を含めた障害学生
支援の考え方、合理的配慮の課題につ
いて説明がありました。障害のある留
学生への支援については課題が少なく
ない中、留学生支援担当部署が果たす
べき役割を考えるとともに支援のスタ
ンスや学内外の連携のあり方を考える
良い機会となりました。
　各団体からの報告事項等として、札
幌国際大学から新型コロナウイルスに
よる学生への影響に関し、支援内容を
含む情報を共有していただきました。
また、外国人相談窓口を設けている
北海道国際交流・協力総合センター
（HIECC）から、留学生を対象とし

たイベントについての実施報告があり
ました。
　事務局からは、昨年11月現在の北海
道内の大学、短期大学、高等専門学校
への留学生の在籍状況、留学生向けの
奨学金の紹介、各機関による事業、行
事等実施状況等について説明が行われ
ました。
　協議会を通じて、各受入機関、自治
体、国際交流団体が情報交換を行い、
各機関・団体において試行錯誤の上、
様々な取り組みを実施していることを
共有する良い機会となりました。今後
も、留学生受入機関と関係団体との協
力体制が一層強化されることが期待さ
れます。

（学務部学生支援課）

令和４年度北海道留学生交流推進協議会総会をオンラインにて開催

北海道大学内でのオンラインの様子 山口理事・副学長による開会の挨拶 アクセシビリティ支援室室長　
榊原准教授による講演の様子

　11月25日（金）、北海道行政書士会
と北海道大学キャリアセンターが共催
で北海道大学の外国人留学生と職員を
対象とした、「在留資格（ビザ）」無
料相談会を開催し、19名の参加があり
ました。
　この相談会は、例年、外国人留学生
から、『内定をもらったが在留資格の
変更の仕方が分からない』、『永住権
に必要なポイントにこの資格は有効
か』、『卒業後も就職活動を続けるに
はどのような手続きが必要か』といっ

た相談が多いものの、在留資格に関す
る手続きは個々の状況によって違うた
め、プロの行政書士に答えてもらうべ
く企画、開催に至りました。
　相談会の企画・プロモーション・当
日の運営は株式会社北海道アルバイト
情報社のジョブキタインターナショナ
ルが行い、中国人やミャンマー人のス
タッフが、母国語や英語でサポートを
してくれました。
　担当する行政書士は二人一組で相談
に対応しました。税理士や社会保険労

務士等の資格を保有していたり、多言
語に対応可能な方々のため、あらゆる
角度から外国人留学生や職員へ細やか
なアドバイスを行っていました。
　相談した外国人留学生はもちろん、
行政書士会の方々にも、良い相談会に
なったというお声をいただき、今後も
継続して開催できたらと考えています。

（学務部キャリア支援課）

留学生のための「在留資格（ビザ）」無料相談会の開催

受付の様子 相談を受ける外国人留学生

　塩野義製薬株式会社は、平成15年に
寄附講座を設置して以来、長きにわた
り北海道大学と共に創薬研究にとどま
らず新たな生命科学分野の開拓に寄与
され、平成20年には国立大学法人の敷
地内に初となる民間の共同研究施設
「シオノギ創薬イノベーションセンタ
ー」を開設し、数々の研究成果を生み
出すとともに人材育成に大きく貢献い
ただきました。
　この度、令和4年8月1日に同センタ
ー（創薬基盤技術研究棟）を寄附いた
だき、北キャンパス総合研究棟7号館
として創成研究機構が管理するオープ
ンラボラトリー施設として運用するこ
ととなりました。
　この研究棟には同社も協働で参画す
る「北海道大学ワクチン研究開発拠
点」が入居し、最先端の研究を推進し
ます。

　これまでの多大なご支援と今後も協
働関係を継続していくことについて、
12月1日（木）にクラブ関西（大阪市
北区）において、寳金清博総長から、
同社の手代木功代表取締役会長兼社長
に感謝状を贈呈しました。

　今後も共に、様々な研究分野におい
て協働し、我が国のみならず世界の課
題解決にご尽力いただくことに感謝の
意を表します。

（研究推進部研究支援課）

塩野義製薬株式会社に感謝状を贈呈

感謝状を手にする、寳金総長（左）と
塩野義製薬株式会社の手代木代表取締役会長兼社長（右）
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　ワクチン研究開発拠点は、12月21日
（水）、オンライン形式によるキックオ
フシンポジウムを開催しました。本シ
ンポジウムは、令和4年度国立研究開発
法人日本医療研究開発機構（AMED）
「ワクチン開発のための世界トップレ
ベル研究開発拠点の形成事業」に採択
されたことに伴い設置された本拠点に
おいて、今後何を目指し、どのような
研究開発が行われているのかというこ
とを広くご理解いただくことを目的と
して開催されました。

　シンポジウムでは、「ワクチン開発
のための世界トップレベル研究開発拠
点の形成事業」プログラムスーパーバ
イザー 濵口道成 先生（先進的研究開
発戦略センター（SCARDA）センター
長）、同プログラムオフィサー 菅野純
夫 先生（千葉大学 未来医療教育研究
機構　特任教授）、寳金清博総長から
ご挨拶を頂きました。続いて、澤　洋
文拠点長から本拠点の紹介の後、本拠
点の研究開発分担者4名、メルボルン
大学のKedzierska教授を含む本拠点に

参画する研究者8名がワクチン開発研
究に資する研究発表を行いました。総
勢47名と多くの方にご参加いただき、
各研究発表では質疑応答が交わされる
など、充実した内容となりました。
　最後に、増田理事・副学長から閉会
挨拶が行われ、盛況のうちに終了しま
した。

（研究推進部研究支援課ワクチン研究
開発拠点事務室）

ワクチン研究開発拠点キックオフシンポジウムを開催

シンポジウムはオンラインにて開催 濱口センター長（SCARDA）による挨拶

寳金総長による挨拶（ビデオ配信） Kedzierska教授（メルボルン大学）による研究発表

　アフリカルサカオフィスは、文部科
学省から受託している「日本留学海外
拠点連携推進事業（サブサハラ・アフ
リカ）」の拠点として同地域から優秀な
留学生の誘致を行っています。その活
動の一環として、11月16日（水）に同
地域の協定校の学生及び教職員を対象
に、短期留学プログラム（Hokkaido 
University Short-Term Exchange 
Program:HUSTEP）を紹介するウェ
ビナーを国際交流課の協力を得て開催
しました。
本学は同地域からの留学生数全国1位

（独立行政法人日本学生支援機構「令
和3年度留学生調査」）を誇り、今後も
交流が更に活発化することを期待され
ています。しかしながら、同地域の学
生にとって、日本留学に関する情報は
決して多くなく、自分の関心に合致し
たプログラムを探すことは大変な苦労
を伴います。これまで、HUSTEPへ

の留学経験が、その後本学や日本国内
の大学院への進学へ繋がった事例があ
ることから、ひとりでも多くの協定校
の学生にHUSTEPを知ってもらうため
本ウェビナーを企画しました。
　オフィスでは学部・大学院留学を広
報するイベントを数多く実施してきま
したが、協定校に対するHUSTEPの紹
介に特化したウェビナーを実施するの
は初めての試みでした。日本とアフリ
カの学生が共に学んでいる写真を使用
したポスターを作成し、協定校を通じ
た広報活動を行ったほか、同地域出身
のHUSTEP経験者からも広報への協力
を得ることができました。
　当日はHUSTEP担当教員であるピー
ター・フィルコラ教授からプログラム
の概要説明、申請時の留意点、奨学金
に関する概要を説明し、HUSTEP経験
者が体験談とキャリア形成について語
りました。4か国（ナイジェリア、南ア

フリカ、ケニア、ザンビア）5大学の
協定校から合計162人の参加があり、
チャットや音声を通じ活発な質疑応答
が行われました。実施後のアンケート
では88%がウェビナーの内容について
「満足」あるいは「極めて満足」と回
答したほか、「準備をして来年申請し
たい」と申請に対する意欲をみせるコ
メントもあり、ウェビナーは潜在的交
換留学生の知的好奇心を刺激し、モチ
ベーションを高める効果があったと考
えています。
　今後も、オフィスにおいてはサブサ
ハラ・アフリカの協定校と密に連絡を
取り合い、関係強化を図るとともに、
当該地域から優秀な留学生を誘致でき
るよう、引き続き留学促進の事業を遂
行していきます。

（国際部国際連携課）

サブサハラ・アフリカの協定校向けに短期留学プログラム
（HUSTEP）を紹介

フィルコラ教授によるプログラム説明 HUSTEP経験者による発表
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　ワクチン研究開発拠点は、12月21日
（水）、オンライン形式によるキックオ
フシンポジウムを開催しました。本シ
ンポジウムは、令和4年度国立研究開発
法人日本医療研究開発機構（AMED）
「ワクチン開発のための世界トップレ
ベル研究開発拠点の形成事業」に採択
されたことに伴い設置された本拠点に
おいて、今後何を目指し、どのような
研究開発が行われているのかというこ
とを広くご理解いただくことを目的と
して開催されました。

　シンポジウムでは、「ワクチン開発
のための世界トップレベル研究開発拠
点の形成事業」プログラムスーパーバ
イザー 濵口道成 先生（先進的研究開
発戦略センター（SCARDA）センター
長）、同プログラムオフィサー 菅野純
夫 先生（千葉大学 未来医療教育研究
機構　特任教授）、寳金清博総長から
ご挨拶を頂きました。続いて、澤　洋
文拠点長から本拠点の紹介の後、本拠
点の研究開発分担者4名、メルボルン
大学のKedzierska教授を含む本拠点に

参画する研究者8名がワクチン開発研
究に資する研究発表を行いました。総
勢47名と多くの方にご参加いただき、
各研究発表では質疑応答が交わされる
など、充実した内容となりました。
　最後に、増田理事・副学長から閉会
挨拶が行われ、盛況のうちに終了しま
した。

（研究推進部研究支援課ワクチン研究
開発拠点事務室）

ワクチン研究開発拠点キックオフシンポジウムを開催

シンポジウムはオンラインにて開催 濱口センター長（SCARDA）による挨拶

寳金総長による挨拶（ビデオ配信） Kedzierska教授（メルボルン大学）による研究発表

　アフリカルサカオフィスは、文部科
学省から受託している「日本留学海外
拠点連携推進事業（サブサハラ・アフ
リカ）」の拠点として同地域から優秀な
留学生の誘致を行っています。その活
動の一環として、11月16日（水）に同
地域の協定校の学生及び教職員を対象
に、短期留学プログラム（Hokkaido 
University Short-Term Exchange 
Program:HUSTEP）を紹介するウェ
ビナーを国際交流課の協力を得て開催
しました。
本学は同地域からの留学生数全国1位

（独立行政法人日本学生支援機構「令
和3年度留学生調査」）を誇り、今後も
交流が更に活発化することを期待され
ています。しかしながら、同地域の学
生にとって、日本留学に関する情報は
決して多くなく、自分の関心に合致し
たプログラムを探すことは大変な苦労
を伴います。これまで、HUSTEPへ

の留学経験が、その後本学や日本国内
の大学院への進学へ繋がった事例があ
ることから、ひとりでも多くの協定校
の学生にHUSTEPを知ってもらうため
本ウェビナーを企画しました。
　オフィスでは学部・大学院留学を広
報するイベントを数多く実施してきま
したが、協定校に対するHUSTEPの紹
介に特化したウェビナーを実施するの
は初めての試みでした。日本とアフリ
カの学生が共に学んでいる写真を使用
したポスターを作成し、協定校を通じ
た広報活動を行ったほか、同地域出身
のHUSTEP経験者からも広報への協力
を得ることができました。
　当日はHUSTEP担当教員であるピー
ター・フィルコラ教授からプログラム
の概要説明、申請時の留意点、奨学金
に関する概要を説明し、HUSTEP経験
者が体験談とキャリア形成について語
りました。4か国（ナイジェリア、南ア

フリカ、ケニア、ザンビア）5大学の
協定校から合計162人の参加があり、
チャットや音声を通じ活発な質疑応答
が行われました。実施後のアンケート
では88%がウェビナーの内容について
「満足」あるいは「極めて満足」と回
答したほか、「準備をして来年申請し
たい」と申請に対する意欲をみせるコ
メントもあり、ウェビナーは潜在的交
換留学生の知的好奇心を刺激し、モチ
ベーションを高める効果があったと考
えています。
　今後も、オフィスにおいてはサブサ
ハラ・アフリカの協定校と密に連絡を
取り合い、関係強化を図るとともに、
当該地域から優秀な留学生を誘致でき
るよう、引き続き留学促進の事業を遂
行していきます。

（国際部国際連携課）

サブサハラ・アフリカの協定校向けに短期留学プログラム
（HUSTEP）を紹介

フィルコラ教授によるプログラム説明 HUSTEP経験者による発表
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　アフリカルサカオフィスは、文部科
学省から受託している「日本留学海外
拠点連携推進事業（サブサハラ・アフ
リカ）」の拠点として同地域から優秀
な留学生の誘致を行っています。
　活動の一環として、オフィスのある
ザンビア大学と日本語短期講座を共催
し、運営を支援しています。日本語学
習の機会が少ない当地では、講座は留
学希望者にとって日本語に触れ、日本
の情報を得られる重要な機会のひとつ
です。日本語短期講座は、平成25年11
月に公開講座として開講されました
が、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により一時休止となっていました。
　ザンビアにおけるコロナの状況も一
段落した今年、ザンビア大学人文社会
学部へ複数の日本の大学から学部留学
生4名が到着したのを機に、同大学か

ら日本語短期講座再開の提案があり、
講座が再開されることとなりました。
講座には、日本留学を見据える学生や
日本語を自学していた社会人など、コ
ロナ禍以前の10倍近い登録がありまし
た。コロナ禍で日本の存在が薄れたよ
うに思われましたが、日本へ興味を持
つ人や潜在的な日本語学習者は存在し
ており、それが顕在化したのではない
かと受け止めています。
　再開された講座は、対面とオンライ
ンのクラスを週1回（90分）×10週間、
3～6月／8～10月の2回実施され、日本
人留学生は学生交流の観点からボラン
ティア講師として関与し、計167名が受
講しました。受講者のうち日本留学希
望者は本オフィス留学コーディネータ
ーの支援を受け、3名が国費留学生に
選定されるに至りました。また、11月

に実施した第2回講座の修了式には在
ザンビア日本国大使も出席するなど、
当地の日本関係者の関心も高く、受講
者への事後アンケートでは97.9%が「日
本に留学したい」、全員が「日本語の
学習を続けたい」と回答し、日本への
興味、日本語学習熱の高さが窺われま
した。
　今後も、日本語短期講座の運営管理
支援を含む様々な活動を日本への関心
向上や留学生誘致へ有効活用し、サブ
サハラ・アフリカ地域に合わせたアプ
ローチを続けていきたいと考えていま
す。その中でひとりでも多く優秀な留
学生を誘致できるよう、引き続き留学
促進の事業を遂行していきます。

（国際部国際連携課）

ザンビア大学日本語短期講座の再開を支援

対面授業の様子 修了証授与の様子

　ロシアモスクワオフィスでは、12月
3日（土）にアゼルバイジャン共和国
の首都バクー市において日本留学フェ
アを開催しました。本フェアは、本学
が2018年より文部科学省から受託して
いる「日本留学海外拠点連携推進事
業」の一環として、在アゼルバイジャ
ン日本国大使館の協力を得て実施した
ものです。アゼルバイジャンは親日国
として知られており、また、本年は日
本との外交関係樹立30周年という記念
すべき年であることから、現地では年
間を通し各地で日本国大使館による日
本関連イベントが開催されており、本
フェアは両国の友好年を締めくくるフ
ァイナルイベントとして実施されまし
た。新型コロナウイルス感染症の世界
的流行以来、本事業においては初めて
の対面式の日本留学フェアとなりまし

たが、現地には本学の他、筑波大学及
び日本学生支援機構が出展し、156名
の来場者がありました。
　フェアは、日本留学概要やMEXT
奨学金についての説明、出展大学によ
るプレゼンテーション、日本留学経験
者の体験談等から成る全体セッション
と、本事業の留学コーディネーターや
出展・協力機関スタッフによる個別相
談セッションの2部構成で行われまし
た。対面式の相談会の他にも、日本の
大学や日本語学校から提供されたビデ
オの上映や各種パンフレットの配付、
日本発のオンライン国際教育プラット
フォームであるJV-Campusの紹介、北
海道庁の観光PR等を行いました。ま
た、「日本と日本語」に関するミニレ
クチャーも開講し、参加者にとって日
本への興味が一層湧くような情報提

供・相互交流の場となりました。
　アゼルバイジャンでは、次世代を担
う高度人材育成を目的とし、現地政府
による優秀な若者の海外名門大学への
派遣が予定されており、日本をはじめ
とした海外への留学に対する注目が高
まっています。本フェアにおいても学
生のみならず多くの保護者が訪れたほ
か、親子連れでの来場も見られ、みな
熱心に出展スタッフの話に耳を傾けて
いました。アゼルバイジャン側へ有益
な日本留学情報を届けることはもちろ
ん、本フェアを通じて得た現地情報を
日本側へ共有するなど、今後もアゼル
バイジャンからの留学生増加及び相互
交流への発展へとつながる取組を続け
ていきます。

（国際部国際連携課）

アゼルバイジャンで日本留学フェアを開催

加藤博文ロシアモスクワオフィス所長からのビデオメッセージ 北海道大学のプレゼンテーション

日本留学経験者による体験談 日本大使館による相談ブース
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　アフリカルサカオフィスは、文部科
学省から受託している「日本留学海外
拠点連携推進事業（サブサハラ・アフ
リカ）」の拠点として同地域から優秀
な留学生の誘致を行っています。
　活動の一環として、オフィスのある
ザンビア大学と日本語短期講座を共催
し、運営を支援しています。日本語学
習の機会が少ない当地では、講座は留
学希望者にとって日本語に触れ、日本
の情報を得られる重要な機会のひとつ
です。日本語短期講座は、平成25年11
月に公開講座として開講されました
が、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により一時休止となっていました。
　ザンビアにおけるコロナの状況も一
段落した今年、ザンビア大学人文社会
学部へ複数の日本の大学から学部留学
生4名が到着したのを機に、同大学か

ら日本語短期講座再開の提案があり、
講座が再開されることとなりました。
講座には、日本留学を見据える学生や
日本語を自学していた社会人など、コ
ロナ禍以前の10倍近い登録がありまし
た。コロナ禍で日本の存在が薄れたよ
うに思われましたが、日本へ興味を持
つ人や潜在的な日本語学習者は存在し
ており、それが顕在化したのではない
かと受け止めています。
　再開された講座は、対面とオンライ
ンのクラスを週1回（90分）×10週間、
3～6月／8～10月の2回実施され、日本
人留学生は学生交流の観点からボラン
ティア講師として関与し、計167名が受
講しました。受講者のうち日本留学希
望者は本オフィス留学コーディネータ
ーの支援を受け、3名が国費留学生に
選定されるに至りました。また、11月

に実施した第2回講座の修了式には在
ザンビア日本国大使も出席するなど、
当地の日本関係者の関心も高く、受講
者への事後アンケートでは97.9%が「日
本に留学したい」、全員が「日本語の
学習を続けたい」と回答し、日本への
興味、日本語学習熱の高さが窺われま
した。
　今後も、日本語短期講座の運営管理
支援を含む様々な活動を日本への関心
向上や留学生誘致へ有効活用し、サブ
サハラ・アフリカ地域に合わせたアプ
ローチを続けていきたいと考えていま
す。その中でひとりでも多く優秀な留
学生を誘致できるよう、引き続き留学
促進の事業を遂行していきます。

（国際部国際連携課）

ザンビア大学日本語短期講座の再開を支援

対面授業の様子 修了証授与の様子

　ロシアモスクワオフィスでは、12月
3日（土）にアゼルバイジャン共和国
の首都バクー市において日本留学フェ
アを開催しました。本フェアは、本学
が2018年より文部科学省から受託して
いる「日本留学海外拠点連携推進事
業」の一環として、在アゼルバイジャ
ン日本国大使館の協力を得て実施した
ものです。アゼルバイジャンは親日国
として知られており、また、本年は日
本との外交関係樹立30周年という記念
すべき年であることから、現地では年
間を通し各地で日本国大使館による日
本関連イベントが開催されており、本
フェアは両国の友好年を締めくくるフ
ァイナルイベントとして実施されまし
た。新型コロナウイルス感染症の世界
的流行以来、本事業においては初めて
の対面式の日本留学フェアとなりまし

たが、現地には本学の他、筑波大学及
び日本学生支援機構が出展し、156名
の来場者がありました。
　フェアは、日本留学概要やMEXT
奨学金についての説明、出展大学によ
るプレゼンテーション、日本留学経験
者の体験談等から成る全体セッション
と、本事業の留学コーディネーターや
出展・協力機関スタッフによる個別相
談セッションの2部構成で行われまし
た。対面式の相談会の他にも、日本の
大学や日本語学校から提供されたビデ
オの上映や各種パンフレットの配付、
日本発のオンライン国際教育プラット
フォームであるJV-Campusの紹介、北
海道庁の観光PR等を行いました。ま
た、「日本と日本語」に関するミニレ
クチャーも開講し、参加者にとって日
本への興味が一層湧くような情報提

供・相互交流の場となりました。
　アゼルバイジャンでは、次世代を担
う高度人材育成を目的とし、現地政府
による優秀な若者の海外名門大学への
派遣が予定されており、日本をはじめ
とした海外への留学に対する注目が高
まっています。本フェアにおいても学
生のみならず多くの保護者が訪れたほ
か、親子連れでの来場も見られ、みな
熱心に出展スタッフの話に耳を傾けて
いました。アゼルバイジャン側へ有益
な日本留学情報を届けることはもちろ
ん、本フェアを通じて得た現地情報を
日本側へ共有するなど、今後もアゼル
バイジャンからの留学生増加及び相互
交流への発展へとつながる取組を続け
ていきます。

（国際部国際連携課）

アゼルバイジャンで日本留学フェアを開催

加藤博文ロシアモスクワオフィス所長からのビデオメッセージ 北海道大学のプレゼンテーション

日本留学経験者による体験談 日本大使館による相談ブース
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　12月5日（月）、ベルギー王国のゲン
ト大学との大学間交流協定及び学生
交流に関する覚書への署名をホテル
オークラ東京にて行いました。署名式
は、ベルギー王国アストリッド王女殿
下が率いるベルギー経済ミッション
（Belgian Economic Mission）の来日
に合わせて行われたもので、ゲント大
学からはRik Van de Walle学長が来
日、本学からは寳金清博総長が出席し
ました。
　ゲント大学は1817年に創立されたベ
ルギー国内で最高水準の大学の1つ
で、文系・理系合わせて11の研究院・
学部と、5万人の学生、1万5千人の教

職員を有する総合大学です。
　当日は、アストリッド王女殿下、ハ
ジャ・ラビブ外務・欧州問題・対外貿
易・連邦文化施設相他来賓の立会いの
もと、両学長が協定書に署名を行いま

した。本協定をもとに、今後も両大学
間の研究・教育分野における継続的な
交流が期待されます。

（国際部国際連携課）

寳金総長がベルギー王国ゲント大学と大学間交流協定に署名

協定書への署名の様子 署名後に握手する寳金総長と
ゲント大学 Rik Van de Walle学長

　12月13日（火）～14日（水）の2日間
に渡り、慶應義塾大学三田キャンパス
にて、THE Campus Live Japan 2022
が、「ポスト・コロナ時代の日本の大
学～課題と展望～」のテーマのもと開
催され、横田　篤理事・副学長（国
際、SDGs担当）が1日目のセッション
に登壇しました。
THE Campus Liveは、Times Higher 
Education（THE）のイベント・シリー
ズの1つで、特定の地域や国の大学セ
クターが抱える課題に焦点を当て、大
学関係者が課題解決のためのアイディ
アや知見を共有し議論することを目的
に開催しており、2022年はオーストラ
リア、アメリカ、英国、シンガポール
に続き、今回日本で開催されました。
　当日は、フィル・ベイティTHE最高
知識責任者、伊藤公平慶應義塾長の開
会挨拶、ジュリア・ロングボトム駐日
英国大使館特命全権大使、ジョージ・
フリーマン英国科学・研究・イノベー
ション担当大臣による特別講演、ジョ
ー・ジョンソン ハーバードケネディス
クールシニアフェローの基調講演、ピ
ーター・マティソン エジンバラ大学学

長の講演により、イベントが始まりま
した。
　セッション「SDGsやグローバルな課
題に取り組んでいくための大学戦略」
では、マシュー・ノウルズ ブリティッ
シュ・カウンシル駐日代表をモデレー
ターとし、ベイティ氏、狩野光伸岡山
大学副理事とともに、本学から横田理
事・副学長が登壇しました。
　ベイティ氏によるTHE インパクトラ
ンキングの紹介等の後、狩野副理事、
横田理事・副学長が各大学のSDGsに関
連する取り組みを紹介しました。横田
理事・副学長からは、本学は創立以降
サステイナビリティ、SDGsという概念
が既にその活動に組み込まれている歴
史、教職員がそれぞれの活動とSDGs

の繋がりを認識することによる一体
感、学外の様々なステークホルダーと
の連携、また外部からの投資を呼び込
むための準備の重要性などについて発
表しました。その後、パネルディス
カッションと質疑応答で、SDGs実現
へのハードルや、教員・学生のモチベ
ーションなどについて活発な意見交換
が行われ、参加者のSDGsへの関心の
高さを伺うことができました。

（参考）
THE Campus Live Japan:
https://www.timeshighered-events.com/live-
japan-2022

（国際部国際連携課）

THE Campus Live Japan 2022に横田理事・副学長が登壇

横田理事・副学長による発表 パネルディスカッションの様子

　本学は、12月21日（水）に、札幌市
との包括連携協定を締結しました。
　同日、学術交流会館で行われた協定
締結式及び記念講演会には、札幌市か
ら秋元克広市長、町田隆敏副市長が、
本学から寳金清博総長、行松泰弘理事
が出席しました。
　本協定は、北海道大学が有する知見
や人材と札幌市によるまちづくりが連
携することにより、相互に協力・発展
しながら、地域課題や社会課題の解決
に寄与していくことを目的として結ば
れました。連携・協働して取り組む事
項は、①産学官連携による経済活性化
に関する事項、②人材の育成及び地元
定着に関する事項、③大学の知見及び
まちづくりの連携による付加価値の創

造に関する事項、④その他必要と認め
られる事項です。
　締結式では、秋元市長と寳金総長か
ら挨拶と抱負が述べられ、参加した記
者からは、人事交流や人材育成、学生
の地元定着に関する取組などについ
て、多くの質問が寄せられました。
　締結式に引き続き行われた記念講演
会は、会場参加とZoomによるオンラ
イン参加の併用により開催され、本学
教職員の外、多くの市民も参加しまし
た。記念講演は、町田副市長から「札
幌市のまちづくりについて」、金子純
一産学・地域協働推進機構副機構長か
ら「スタートアップエコシステムの構
築に向けた大学・高専の取り組み」、
松島理明北海道大学病院臨床遺伝子診

療部副部長から「遺伝子の情報を利用
する医療の進歩について」のテーマで
行われ、まちづくり、スタートアップ
支援、医療の観点から本学と札幌市の
連携の実績や今後の展望に関して説明
がありました。その後、寳金総長と秋
元市長による対談が行われ、記念講演
の内容の振り返りとともに、これから
連携を進めたい分野や取組みについ
て、多岐に亘って活発な意見交換が行
われました。記念講演会は予定の時間
を少し超過し、盛況のうちに終了しま
した。

（社会共創部社会連携課）

札幌市との包括連携協定を締結

協定書を掲げる寳金総長と秋元市長 金子副機構長による講演

松島副部長による講演 寳金総長と秋元市長による対談
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　12月5日（月）、ベルギー王国のゲン
ト大学との大学間交流協定及び学生
交流に関する覚書への署名をホテル
オークラ東京にて行いました。署名式
は、ベルギー王国アストリッド王女殿
下が率いるベルギー経済ミッション
（Belgian Economic Mission）の来日
に合わせて行われたもので、ゲント大
学からはRik Van de Walle学長が来
日、本学からは寳金清博総長が出席し
ました。
　ゲント大学は1817年に創立されたベ
ルギー国内で最高水準の大学の1つ
で、文系・理系合わせて11の研究院・
学部と、5万人の学生、1万5千人の教

職員を有する総合大学です。
　当日は、アストリッド王女殿下、ハ
ジャ・ラビブ外務・欧州問題・対外貿
易・連邦文化施設相他来賓の立会いの
もと、両学長が協定書に署名を行いま

した。本協定をもとに、今後も両大学
間の研究・教育分野における継続的な
交流が期待されます。

（国際部国際連携課）

寳金総長がベルギー王国ゲント大学と大学間交流協定に署名

協定書への署名の様子 署名後に握手する寳金総長と
ゲント大学 Rik Van de Walle学長

　12月13日（火）～14日（水）の2日間
に渡り、慶應義塾大学三田キャンパス
にて、THE Campus Live Japan 2022
が、「ポスト・コロナ時代の日本の大
学～課題と展望～」のテーマのもと開
催され、横田　篤理事・副学長（国
際、SDGs担当）が1日目のセッション
に登壇しました。
THE Campus Liveは、Times Higher 
Education（THE）のイベント・シリー
ズの1つで、特定の地域や国の大学セ
クターが抱える課題に焦点を当て、大
学関係者が課題解決のためのアイディ
アや知見を共有し議論することを目的
に開催しており、2022年はオーストラ
リア、アメリカ、英国、シンガポール
に続き、今回日本で開催されました。
　当日は、フィル・ベイティTHE最高
知識責任者、伊藤公平慶應義塾長の開
会挨拶、ジュリア・ロングボトム駐日
英国大使館特命全権大使、ジョージ・
フリーマン英国科学・研究・イノベー
ション担当大臣による特別講演、ジョ
ー・ジョンソン ハーバードケネディス
クールシニアフェローの基調講演、ピ
ーター・マティソン エジンバラ大学学

長の講演により、イベントが始まりま
した。
　セッション「SDGsやグローバルな課
題に取り組んでいくための大学戦略」
では、マシュー・ノウルズ ブリティッ
シュ・カウンシル駐日代表をモデレー
ターとし、ベイティ氏、狩野光伸岡山
大学副理事とともに、本学から横田理
事・副学長が登壇しました。
　ベイティ氏によるTHE インパクトラ
ンキングの紹介等の後、狩野副理事、
横田理事・副学長が各大学のSDGsに関
連する取り組みを紹介しました。横田
理事・副学長からは、本学は創立以降
サステイナビリティ、SDGsという概念
が既にその活動に組み込まれている歴
史、教職員がそれぞれの活動とSDGs

の繋がりを認識することによる一体
感、学外の様々なステークホルダーと
の連携、また外部からの投資を呼び込
むための準備の重要性などについて発
表しました。その後、パネルディス
カッションと質疑応答で、SDGs実現
へのハードルや、教員・学生のモチベ
ーションなどについて活発な意見交換
が行われ、参加者のSDGsへの関心の
高さを伺うことができました。

（参考）
THE Campus Live Japan:
https://www.timeshighered-events.com/live-
japan-2022

（国際部国際連携課）

THE Campus Live Japan 2022に横田理事・副学長が登壇

横田理事・副学長による発表 パネルディスカッションの様子

　本学は、12月21日（水）に、札幌市
との包括連携協定を締結しました。
　同日、学術交流会館で行われた協定
締結式及び記念講演会には、札幌市か
ら秋元克広市長、町田隆敏副市長が、
本学から寳金清博総長、行松泰弘理事
が出席しました。
　本協定は、北海道大学が有する知見
や人材と札幌市によるまちづくりが連
携することにより、相互に協力・発展
しながら、地域課題や社会課題の解決
に寄与していくことを目的として結ば
れました。連携・協働して取り組む事
項は、①産学官連携による経済活性化
に関する事項、②人材の育成及び地元
定着に関する事項、③大学の知見及び
まちづくりの連携による付加価値の創

造に関する事項、④その他必要と認め
られる事項です。
　締結式では、秋元市長と寳金総長か
ら挨拶と抱負が述べられ、参加した記
者からは、人事交流や人材育成、学生
の地元定着に関する取組などについ
て、多くの質問が寄せられました。
　締結式に引き続き行われた記念講演
会は、会場参加とZoomによるオンラ
イン参加の併用により開催され、本学
教職員の外、多くの市民も参加しまし
た。記念講演は、町田副市長から「札
幌市のまちづくりについて」、金子純
一産学・地域協働推進機構副機構長か
ら「スタートアップエコシステムの構
築に向けた大学・高専の取り組み」、
松島理明北海道大学病院臨床遺伝子診

療部副部長から「遺伝子の情報を利用
する医療の進歩について」のテーマで
行われ、まちづくり、スタートアップ
支援、医療の観点から本学と札幌市の
連携の実績や今後の展望に関して説明
がありました。その後、寳金総長と秋
元市長による対談が行われ、記念講演
の内容の振り返りとともに、これから
連携を進めたい分野や取組みについ
て、多岐に亘って活発な意見交換が行
われました。記念講演会は予定の時間
を少し超過し、盛況のうちに終了しま
した。

（社会共創部社会連携課）

札幌市との包括連携協定を締結

協定書を掲げる寳金総長と秋元市長 金子副機構長による講演

松島副部長による講演 寳金総長と秋元市長による対談
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「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
函館中部高校、札幌旭丘高校、札幌国際情報高校にて3名の研究者が講義を実施

「養殖魚の身体計測：水中で行うカメラ計測」　水産科学研究院　准教授　米山和良

ステレオカメラの画像を確認するタブレットを
手に生徒たちへ解説する米山准教授

　魚体の計測を学習させたAIに、養
殖魚の出荷時期を見極めさせれば、適
切に管理が出来るようになると話す米
山准教授。AIに使用される深層学習
やステレオカメラを用いた魚体の計測
方法について生徒たちへ説明しまし

た。その後のアクティビティでは、実
際に生徒がソフトを使ってデモ画像の
魚体の計測を行った後、一連の作業を
AIが代わりにできるようになったこ
とを説明し、生徒たちに研究の楽しさ
を伝えました。

日　　時：2022年11月7日（月）14：25－15：15、15：30－16：30
会　　場：函館中部高等学校
参加生徒：1年生 約200名、アクティビティ約20名

「折り紙の最先端技術の紹介と可能性」　高等教育推進機構　特任准教授　繁富（栗林）香織

折り紙工学の可能性について話す繁富特任准教授

　札幌旭丘高校で10、2年生に向けて
実施された「学問研究会」で講義を行
った繁富先生。自身の海外留学へ行く
ことになったきっかけや留学先での生
活を紹介し、日々の生活の中での発見

や気付きが、研究に繋がると生徒たち
へ話しました。また、現在取り組んで
いる折り紙技術の医療分野への応用研
究や、その技術をもとに起業したこと
などを紹介しました。

日　　時：2022年11月8日（火）13：15－14：25、14：45－15：55
会　　場：札幌旭丘高等学校
参加生徒：1、2年生 各講義25名程

「新薬開発で動物も病気から救える時代に」　獣医学研究院　教授　今内　覚

生徒たちへ免疫チェックポイント阻害薬の
解説をする今内教授

　免疫学の分野で動物の医薬品やワク
チンの開発を続ける今内教授は、がん
細胞に対して免疫細胞が機能しなくな
る免疫抑制について説明しました。悪
性黒色腫（皮膚がん）になった患者
（飼い犬）に、今内教授が開発中の免
疫チェックポイント阻害薬を投与した
ところ、活性化した細胞が、がん細胞

を攻撃して患者の腫瘍が小さくなった
事例を紹介しました。臨床研究で免疫
療法を続け、新薬の効果を証明してき
た今内教授は、折れない心を持ち、好
きなことを出来るように夢に向かって
頑張ってほしいと、生徒たちへエール
を送りました。

日　　時：2022年11月9日（水）13：20～14：05、14：20～15：05
会　　場：札幌国際情報高等学校
参加生徒：2年生 各講義25名

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。今年度はコロナ対策を十
分に行って、札幌近郊の高校等を対象
に22名の教員が講義を実施しています。

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook
@Hokkaido.univ.taiwa

（社会共創部広報課）
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「国民との科学・技術対話」支援事業　アカデミックファンタジスタ
函館中部高校、札幌旭丘高校、札幌国際情報高校にて3名の研究者が講義を実施

「養殖魚の身体計測：水中で行うカメラ計測」　水産科学研究院　准教授　米山和良

ステレオカメラの画像を確認するタブレットを
手に生徒たちへ解説する米山准教授

　魚体の計測を学習させたAIに、養
殖魚の出荷時期を見極めさせれば、適
切に管理が出来るようになると話す米
山准教授。AIに使用される深層学習
やステレオカメラを用いた魚体の計測
方法について生徒たちへ説明しまし

た。その後のアクティビティでは、実
際に生徒がソフトを使ってデモ画像の
魚体の計測を行った後、一連の作業を
AIが代わりにできるようになったこ
とを説明し、生徒たちに研究の楽しさ
を伝えました。

日　　時：2022年11月7日（月）14：25－15：15、15：30－16：30
会　　場：函館中部高等学校
参加生徒：1年生 約200名、アクティビティ約20名

「折り紙の最先端技術の紹介と可能性」　高等教育推進機構　特任准教授　繁富（栗林）香織

折り紙工学の可能性について話す繁富特任准教授

　札幌旭丘高校で10、2年生に向けて
実施された「学問研究会」で講義を行
った繁富先生。自身の海外留学へ行く
ことになったきっかけや留学先での生
活を紹介し、日々の生活の中での発見

や気付きが、研究に繋がると生徒たち
へ話しました。また、現在取り組んで
いる折り紙技術の医療分野への応用研
究や、その技術をもとに起業したこと
などを紹介しました。

日　　時：2022年11月8日（火）13：15－14：25、14：45－15：55
会　　場：札幌旭丘高等学校
参加生徒：1、2年生 各講義25名程

「新薬開発で動物も病気から救える時代に」　獣医学研究院　教授　今内　覚

生徒たちへ免疫チェックポイント阻害薬の
解説をする今内教授

　免疫学の分野で動物の医薬品やワク
チンの開発を続ける今内教授は、がん
細胞に対して免疫細胞が機能しなくな
る免疫抑制について説明しました。悪
性黒色腫（皮膚がん）になった患者
（飼い犬）に、今内教授が開発中の免
疫チェックポイント阻害薬を投与した
ところ、活性化した細胞が、がん細胞

を攻撃して患者の腫瘍が小さくなった
事例を紹介しました。臨床研究で免疫
療法を続け、新薬の効果を証明してき
た今内教授は、折れない心を持ち、好
きなことを出来るように夢に向かって
頑張ってほしいと、生徒たちへエール
を送りました。

日　　時：2022年11月9日（水）13：20～14：05、14：20～15：05
会　　場：札幌国際情報高等学校
参加生徒：2年生 各講義25名

リサーチタイムズ

フェイスブック

アカデミックファンタジスタとは？
　北海道大学の研究者が知の最前線を
出張講義や現場体験を通して高校生な
どに伝える事業、「アカデミックファン
タジスタ（Academic Fantasista）」。
内閣府が推進する「国民との科学・技
術対話」の一環として、北海道新聞社
の協力のもと2012年から継続的に実施
しています。今年度はコロナ対策を十
分に行って、札幌近郊の高校等を対象
に22名の教員が講義を実施しています。

　北大の研究を発信するウェブマガジ
ン「リサーチタイムズ」や、Facebook
でも講義レポート等を随時更新中で
す。こちらもぜひご覧ください。
・リサーチタイムズ
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/
academic-fantasista/
・Facebook
@Hokkaido.univ.taiwa

（社会共創部広報課）
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全学ニュース

　12月6日（火）に寳金清博総長他4名
がベトナム社会主義共和国・ホーチミ
ン市にある大学間交流協定校のベトナ
ム国家大学ホーチミン市工科大学を訪
問し、Dr. Mai Thanh Phong学長と面
談しました。双方の大学の概略をプレ
ゼン後、両大学間の協力関係を一層強
化していくことが合意されました。そ
の後、本学一行は応用化学部、土木工
学部の建物を訪れ、教員・学生との懇
談、施設見学を行いました。
　また、同日に寳金総長他4名がベト
ナム南部同窓会の設立に向けた会合に
出席しました。会合の前には寳金総長
から12月1日付で北海道大学アンバサ
ダーに委嘱したDr. Bui Huu Phu（情
報科学院修了）へ委嘱状を手交しまし
た。会合では同窓生約15名に対し、本
学の概略、近況をプレゼン後、参加者
との意見交換が行われ、ベトナムにお
ける北海道大学の知名度は必ずしも高
くなく、それを高める努力が必要、海

外（タイ王国・シンガポール共和国）
の大学のようにベトナムでマスター・
プログラムを提供してはどうか、な
ど、本学の一層の飛躍を期待する様々
なコメントがありました。近く、ベト
ナム出身の元留学生による同窓会が正
式に発足する予定です。

　12月7日（水）に本学一行はマレー
シア・クアラルンプール市に移動し、
「日本留学促進シンポジウム」を開催
しました。シンポジウムでは、日本留
学から帰国後に大学・産業界で活躍し
ている5人の方々（本学OB2名を含
む）に登壇・講演いただき、その後パ
ネルディスカッションを実施しまし
た。本学の取組紹介のほか、日本留学
のメリットや留学のための資金確保に
関する体験などが共有されました。本
シンポジウムは、在マレーシア日本国
大使館の公使にも臨席いただき、対面
で約30名、オンラインで13名の参加者

がありました。
　シンポジウム終了後にハイティー
（軽食パーティー）による懇談会を開
催し、その冒頭に寳金総長から12月1
日付で北海道大学アンバサダーを委嘱
したマレーシア北大エルム会会長の末
廣周氏（経済学部卒業）へ委嘱状を手
交しました。
　懇談会終了後にはマレーシア出身の
元留学生との会合に参加し、同窓会設
立について手続きする旨が会長就任予
定のDr. Lulie Melling（農学院修了）
から寳金総長に対して説明がありまし
た。

　今回、2名に北海道大学アンバサダ
ーが委嘱され、2ヵ国において同窓会
が設立されることになり、本学と東南
アジア地域における各種交流の活性化
が今後ますます期待されます。

（社会共創部広報課）

寳金総長がベトナム社会主義共和国・ホーチミン市及び
マレーシア・クアラルンプール市を訪問

寳金総長（右）とベトナム国家大学ホーチミン市
工科大学長のDr. Mai Thanh Phong（左）

ベトナム南部同窓会設立会合の集合写真

マレーシア・クアラルンプールにて開催した
日本留学促進シンポジウムでの様子

寳金総長（前列左）とマレーシア出身の元留学生

　12月15日（木）、本学の特色ある教
育研究活動や運営状況等を社会に向け
てわかりやすく発信することを目的と
した「定例記者会見」を開催しまし

た。黒岩麻里総長補佐の進行のもと、
低温科学研究所の大島慶一郎教授が発
表し、北海道教育庁記者クラブ加盟社
等から4名の参加がありました。発表

内容は以下の通りです。

（社会共創部広報課）

令和4年度第8回　定例記者会見を開催

定例記者会見の様子 発表を行う大島教授

記者からの質問に答える大島教授 黒岩総長補佐と大島教授

発表事項（発表者）

・海洋大循環を駆動する南極低層水に迫る（低温科学研究所　教授　大島慶一郎）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/office/pr/press-conference/R4.html
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全学ニュース

　12月6日（火）に寳金清博総長他4名
がベトナム社会主義共和国・ホーチミ
ン市にある大学間交流協定校のベトナ
ム国家大学ホーチミン市工科大学を訪
問し、Dr. Mai Thanh Phong学長と面
談しました。双方の大学の概略をプレ
ゼン後、両大学間の協力関係を一層強
化していくことが合意されました。そ
の後、本学一行は応用化学部、土木工
学部の建物を訪れ、教員・学生との懇
談、施設見学を行いました。
　また、同日に寳金総長他4名がベト
ナム南部同窓会の設立に向けた会合に
出席しました。会合の前には寳金総長
から12月1日付で北海道大学アンバサ
ダーに委嘱したDr. Bui Huu Phu（情
報科学院修了）へ委嘱状を手交しまし
た。会合では同窓生約15名に対し、本
学の概略、近況をプレゼン後、参加者
との意見交換が行われ、ベトナムにお
ける北海道大学の知名度は必ずしも高
くなく、それを高める努力が必要、海

外（タイ王国・シンガポール共和国）
の大学のようにベトナムでマスター・
プログラムを提供してはどうか、な
ど、本学の一層の飛躍を期待する様々
なコメントがありました。近く、ベト
ナム出身の元留学生による同窓会が正
式に発足する予定です。

　12月7日（水）に本学一行はマレー
シア・クアラルンプール市に移動し、
「日本留学促進シンポジウム」を開催
しました。シンポジウムでは、日本留
学から帰国後に大学・産業界で活躍し
ている5人の方々（本学OB2名を含
む）に登壇・講演いただき、その後パ
ネルディスカッションを実施しまし
た。本学の取組紹介のほか、日本留学
のメリットや留学のための資金確保に
関する体験などが共有されました。本
シンポジウムは、在マレーシア日本国
大使館の公使にも臨席いただき、対面
で約30名、オンラインで13名の参加者

がありました。
　シンポジウム終了後にハイティー
（軽食パーティー）による懇談会を開
催し、その冒頭に寳金総長から12月1
日付で北海道大学アンバサダーを委嘱
したマレーシア北大エルム会会長の末
廣周氏（経済学部卒業）へ委嘱状を手
交しました。
　懇談会終了後にはマレーシア出身の
元留学生との会合に参加し、同窓会設
立について手続きする旨が会長就任予
定のDr. Lulie Melling（農学院修了）
から寳金総長に対して説明がありまし
た。

　今回、2名に北海道大学アンバサダ
ーが委嘱され、2ヵ国において同窓会
が設立されることになり、本学と東南
アジア地域における各種交流の活性化
が今後ますます期待されます。

（社会共創部広報課）

寳金総長がベトナム社会主義共和国・ホーチミン市及び
マレーシア・クアラルンプール市を訪問

寳金総長（右）とベトナム国家大学ホーチミン市
工科大学長のDr. Mai Thanh Phong（左）

ベトナム南部同窓会設立会合の集合写真

マレーシア・クアラルンプールにて開催した
日本留学促進シンポジウムでの様子

寳金総長（前列左）とマレーシア出身の元留学生

　12月15日（木）、本学の特色ある教
育研究活動や運営状況等を社会に向け
てわかりやすく発信することを目的と
した「定例記者会見」を開催しまし

た。黒岩麻里総長補佐の進行のもと、
低温科学研究所の大島慶一郎教授が発
表し、北海道教育庁記者クラブ加盟社
等から4名の参加がありました。発表

内容は以下の通りです。

（社会共創部広報課）

令和4年度第8回　定例記者会見を開催

定例記者会見の様子 発表を行う大島教授

記者からの質問に答える大島教授 黒岩総長補佐と大島教授

発表事項（発表者）

・海洋大循環を駆動する南極低層水に迫る（低温科学研究所　教授　大島慶一郎）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/office/pr/press-conference/R4.html
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全学ニュース

〈感謝状の贈呈〉

株式会社クボタ　様（令和4年12月2日） 中村　和正　様（令和4年12月5日）

米田　穣　様（令和4年12月16日） 株式会社アミノアップ　様（令和4年12月21日）

本間　｠隆　様（令和4年12月22日） 株式会社北洋銀行　様（令和4年12月23日）

石山　喬　様（令和4年12月23日）

銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）
稲井　宏博、内村　　慎、内村知榮子、榎本　　博、角田　敏男、齋藤　健一、汐川　雄一、仲世古善樹、永森　久善、
芳賀　純一、藤川　恵子、光増　安弘、山本　文彦

（法　人）
株式会社大野冷機、武ダホールディングス株式会社、築地魚市場株式会社、株式会社NIKI Hillsヴィレッジ

北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等31社、個人207名の方々から37,608,772円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

35,584件　6,168,712,427円
（11月30日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

11月のご寄附状況

旭川赤十字病院、株式会社アミノアップ、株式会社ACIL、株式会社大野冷機、医療法人社団かなもり歯科医院、株式会社クボタ、

株式会社札幌病理検査センター、一般財団法人札幌陸上競技協会、株式会社シクル、すずらん歯科医院、ダイワ工業株式会社、

武ダホールディングス株式会社、町立上ノ国診療所、築地魚市場株式会社、東光電気工事株式会社北海道支社、株式会社TOCREATEIT、

株式会社トーホーエンジニアリング、株式会社NIKI Hillsヴィレッジ、日本中央競馬会、医療法人社団　ふるや内科、株式会社北洋銀行、

独立行政法人労働者健康安全機構　北海道中央労災病院、峰村内科クリニック、株式会社メディコ北海道、もち処一久大福堂、

株式会社ライフアカデミア

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

井口　光雄

伊藤　雄三

内村　　慎

大竹　敏則

蠣崎　広信

衣川　暢子

倉田　博司

笹岡　容子

下村　　守

鈴木　貴之

土屋　和子

豊田　威信

長谷川就一

逸見　勝亮

光増　安弘

矢嶋　　剛

吉田　広志

青井　良平

石井　哲夫

稲井　宏博

内村知榮子

太田　正敏

角田　敏男

木村　成二

上月　　浩

佐藤　弘次

白尾　誠二

関　　裕之

土家　琢磨

仲世古善樹

花田　秀一

本宿　洋介

南田　大朗

山田　澤明

陸　　邵俊

੨木　ढ़հ

ੴ֞　ོ弘

ழވ　路ࢠ

山多լࢠ

大原　ਖ਼ൣ

Ճ地　　ߒ

木村　ெ

খྛ　ݡ人

藤　म二ࠤ

നࢠ　༝ل

໊ӫ५

అ　　ߦ彦

த村　和ਖ਼

ฏ　ོ弘

લ田　　博

田　信ٶ

山田　思

एڱ　　

ळ山ੇ࢙

ੴ田　యً

Ҫ原　　博

കຊ　༝Ղ

岡ຊ　

Ճ藤　৳߁

木村　խ一

ᜊ藤　݈一

藤　博তࠤ

新߁　ٶӫ

高木　ਖ਼和

田　හ

Ӭ　ٱળ

士　࣏

দҪ　耕二

ຊ　　ਅٶ

山ຊࢤࢠ

渡辺明߳

朝倉　　賢

石山　　喬

入澤　秀次

榎本　　博

沖崎　　遼

加藤　裕貴

木村　祐介

齊藤　　晋

三升畑元基

菅沼　宏之

高瀬登志彦

寺澤　　睦

西田　実弘

福田　直也

松田　益義

村上　泰一

山本　文彦

渡部　克将

阿部　雅史

市川　佳代

岩井　隆明

縁記　和也

奥谷　圭介

金川　眞行

桑澤　嘉英

齋藤　　久

汐川　雄一

菅原　新也

髙橋　順子

富澤俊太郎

西谷内力世

福田　正晴

松原　謙一

村瀬徳啓充

山本　　睦

荒井　克俊

市坂　有基

岩口　佳史

遠藤　公憲

小田原一史

河本　充司

工藤　敏之

坂本　大介

志済　聡子

杉江　和男

高柳　　涼

富所　祐介

芳賀　純一

福永　悟郎

松本　　嶺

村瀬　亮太

横田　　篤

安藤　直哉

伊藤　大貴

植松　宏志

大石　博昭

小原　大和

北村　　均

久野　智子

桜田　通雄

島倉　良成

杉本　　聡

田淵　卓夫

富山　睦浩

羽柴　義博

藤川　恵子

間山　一典

森　富士子

横山　　考
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全学ニュース

〈感謝状の贈呈〉

株式会社クボタ　様（令和4年12月2日） 中村　和正　様（令和4年12月5日）

米田　穣　様（令和4年12月16日） 株式会社アミノアップ　様（令和4年12月21日）

本間　｠隆　様（令和4年12月22日） 株式会社北洋銀行　様（令和4年12月23日）

石山　喬　様（令和4年12月23日）

銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）
稲井　宏博、内村　　慎、内村知榮子、榎本　　博、角田　敏男、齋藤　健一、汐川　雄一、仲世古善樹、永森　久善、
芳賀　純一、藤川　恵子、光増　安弘、山本　文彦

（法　人）
株式会社大野冷機、武ダホールディングス株式会社、築地魚市場株式会社、株式会社NIKI Hillsヴィレッジ

北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等31社、個人207名の方々から37,608,772円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

35,584件　6,168,712,427円
（11月30日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

11月のご寄附状況

旭川赤十字病院、株式会社アミノアップ、株式会社ACIL、株式会社大野冷機、医療法人社団かなもり歯科医院、株式会社クボタ、

株式会社札幌病理検査センター、一般財団法人札幌陸上競技協会、株式会社シクル、すずらん歯科医院、ダイワ工業株式会社、

武ダホールディングス株式会社、町立上ノ国診療所、築地魚市場株式会社、東光電気工事株式会社北海道支社、株式会社TOCREATEIT、

株式会社トーホーエンジニアリング、株式会社NIKI Hillsヴィレッジ、日本中央競馬会、医療法人社団　ふるや内科、株式会社北洋銀行、

独立行政法人労働者健康安全機構　北海道中央労災病院、峰村内科クリニック、株式会社メディコ北海道、もち処一久大福堂、

株式会社ライフアカデミア

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

井口　光雄

伊藤　雄三

内村　　慎

大竹　敏則

蠣崎　広信

衣川　暢子

倉田　博司

笹岡　容子

下村　　守

鈴木　貴之

土屋　和子

豊田　威信

長谷川就一

逸見　勝亮

光増　安弘

矢嶋　　剛

吉田　広志

青井　良平

石井　哲夫

稲井　宏博

内村知榮子

太田　正敏

角田　敏男

木村　成二

上月　　浩

佐藤　弘次

白尾　誠二

関　　裕之

土家　琢磨

仲世古善樹

花田　秀一

本宿　洋介

南田　大朗

山田　澤明

陸　　邵俊

੨木　ढ़հ

ੴ֞　ོ弘

ழވ　路ࢠ

山多լࢠ

大原　ਖ਼ൣ

Ճ地　　ߒ

木村　ெ

খྛ　ݡ人

藤　म二ࠤ

നࢠ　༝ل

໊ӫ५

అ　　ߦ彦

த村　和ਖ਼

ฏ　ོ弘

લ田　　博

田　信ٶ

山田　思

एڱ　　

ळ山ੇ࢙

ੴ田　యً

Ҫ原　　博

കຊ　༝Ղ

岡ຊ　

Ճ藤　৳߁

木村　խ一

ᜊ藤　݈一

藤　博তࠤ

新߁　ٶӫ

高木　ਖ਼和

田　හ

Ӭ　ٱળ

士　࣏

দҪ　耕二

ຊ　　ਅٶ

山ຊࢤࢠ

渡辺明߳

朝倉　　賢

石山　　喬

入澤　秀次

榎本　　博

沖崎　　遼

加藤　裕貴

木村　祐介

齊藤　　晋

三升畑元基

菅沼　宏之

高瀬登志彦

寺澤　　睦

西田　実弘

福田　直也

松田　益義

村上　泰一

山本　文彦

渡部　克将

阿部　雅史

市川　佳代

岩井　隆明

縁記　和也

奥谷　圭介

金川　眞行

桑澤　嘉英

齋藤　　久

汐川　雄一

菅原　新也

髙橋　順子

富澤俊太郎

西谷内力世

福田　正晴

松原　謙一

村瀬徳啓充

山本　　睦

荒井　克俊

市坂　有基

岩口　佳史

遠藤　公憲

小田原一史

河本　充司

工藤　敏之

坂本　大介

志済　聡子

杉江　和男

高柳　　涼

富所　祐介

芳賀　純一

福永　悟郎

松本　　嶺

村瀬　亮太

横田　　篤

安藤　直哉

伊藤　大貴

植松　宏志

大石　博昭

小原　大和

北村　　均

久野　智子

桜田　通雄

島倉　良成

杉本　　聡

田淵　卓夫

富山　睦浩

羽柴　義博

藤川　恵子

間山　一典

森　富士子

横山　　考
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全学ニュース

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。

　11月29日（火）、30日（水）に電子科
学研究所1階セミナー室において部局・
分野横断技術交流会「3Dプリンタを体
験してみよう！」を開催しました。
　本技術交流会は技術職員が自ら企
画、運営、講義を行い、スキルの継
承・伝達・強化を図り、また異分野の
技術職員と技術を通して交流すること
で、技術職員の全学的な人材交流・技
術情報交流・技術強化図ることを目的
とした北大コアファシリティ構想研究
支援人材育成プログラム、マルチスキ
ル人材育成プロジェクトの事業として
行われました。
　講習では、コーディネーターが日本
人の発明から始まった3Dプリンタの
開発の歴史や代表的な出力方法である
光造形法、熱溶融樹脂堆積法などにつ
いて説明したのち、熱溶融樹脂堆積法
を用いた3Dプリンタを使用して実習
を行いました。
　コーディネーターの指導のもと、受
講者が二人一組となって3Dプリンタを

自らの手で組み立てて出力先である台
座を調整しました。グローバルファシ
リティセンターのマスコットの3Dデー
タを3Dプリンタ本体にダウンロードし
て出力される様子を観察しました。
　次に3DCADソフトウエアを使用し
て3Dデータ作製方法を学びました。
実際に名札を出力する3Dデータを受
講者各自が作製して名札の出力を行い
ました。初めて3Dプリンタや3DCAD
に接する人が多かったにもかかわら
ず、目標の出力まで達成することがで
きました。
　今回は札幌キャンパス以外の技術職
員を含めて募集を行いました。和歌山
研究林と余市果樹園から各1名、札幌
キャンパス11名の全13名で本技術交流
会が開催されました。参加者多数のた
め、2日間に分けて同じ講習内容で行
われました。受講者からは、3Dプリ
ンタの利用法について、今では入手で
きなくなった古い装置の部品を作って
修理・改良することができるかもしれ

ない、研究支援で測定している分子構
造を可視化・実体化できるツールとし
て有用である、測定器で定量測定を行
うための治具を自らの手で開発できる
等、日々の技術支援業務と結びついた
感想が寄せられ、今回の講習が今後の
業務改善のヒントとなる可能性が感じ
られました。
　札幌、和歌山、余市と職場間の距離
を超えて形成された技術職員の輪は、
今後の業務に活かされていくことと思
います。また、コーディネーターから
も、試行錯誤しながら事前に準備した
ことは、何事にも代えがたい貴重な経
験になったという感想が聞かれ、本事
業の目的に寄与できました。

コーディネーター：
電子科学研究所　遠藤礼暁
アイソトープ総合センター　阿保憲史

（技術支援本部）

令和4年度 第3回部局・分野横断技術交流会
「3Dプリンタを体験してみよう！」を開催

3Dプリンタの説明を受けている参加者 3Dプリンタの組み立てと調整をしている風景

3Dプリンタの出力を観察している風景
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全学ニュース

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。

　11月29日（火）、30日（水）に電子科
学研究所1階セミナー室において部局・
分野横断技術交流会「3Dプリンタを体
験してみよう！」を開催しました。
　本技術交流会は技術職員が自ら企
画、運営、講義を行い、スキルの継
承・伝達・強化を図り、また異分野の
技術職員と技術を通して交流すること
で、技術職員の全学的な人材交流・技
術情報交流・技術強化図ることを目的
とした北大コアファシリティ構想研究
支援人材育成プログラム、マルチスキ
ル人材育成プロジェクトの事業として
行われました。
　講習では、コーディネーターが日本
人の発明から始まった3Dプリンタの
開発の歴史や代表的な出力方法である
光造形法、熱溶融樹脂堆積法などにつ
いて説明したのち、熱溶融樹脂堆積法
を用いた3Dプリンタを使用して実習
を行いました。
　コーディネーターの指導のもと、受
講者が二人一組となって3Dプリンタを

自らの手で組み立てて出力先である台
座を調整しました。グローバルファシ
リティセンターのマスコットの3Dデー
タを3Dプリンタ本体にダウンロードし
て出力される様子を観察しました。
　次に3DCADソフトウエアを使用し
て3Dデータ作製方法を学びました。
実際に名札を出力する3Dデータを受
講者各自が作製して名札の出力を行い
ました。初めて3Dプリンタや3DCAD
に接する人が多かったにもかかわら
ず、目標の出力まで達成することがで
きました。
　今回は札幌キャンパス以外の技術職
員を含めて募集を行いました。和歌山
研究林と余市果樹園から各1名、札幌
キャンパス11名の全13名で本技術交流
会が開催されました。参加者多数のた
め、2日間に分けて同じ講習内容で行
われました。受講者からは、3Dプリ
ンタの利用法について、今では入手で
きなくなった古い装置の部品を作って
修理・改良することができるかもしれ

ない、研究支援で測定している分子構
造を可視化・実体化できるツールとし
て有用である、測定器で定量測定を行
うための治具を自らの手で開発できる
等、日々の技術支援業務と結びついた
感想が寄せられ、今回の講習が今後の
業務改善のヒントとなる可能性が感じ
られました。
　札幌、和歌山、余市と職場間の距離
を超えて形成された技術職員の輪は、
今後の業務に活かされていくことと思
います。また、コーディネーターから
も、試行錯誤しながら事前に準備した
ことは、何事にも代えがたい貴重な経
験になったという感想が聞かれ、本事
業の目的に寄与できました。

コーディネーター：
電子科学研究所　遠藤礼暁
アイソトープ総合センター　阿保憲史

（技術支援本部）

令和4年度 第3回部局・分野横断技術交流会
「3Dプリンタを体験してみよう！」を開催

3Dプリンタの説明を受けている参加者 3Dプリンタの組み立てと調整をしている風景

3Dプリンタの出力を観察している風景



北大時報  No.826／令和5年（2023年）1月24

全学ニュース

　12月3日（土）2022年度のDEMOLA 
HOKKAIDO最終回 3rd Batchの最終
発表の場であるファイナルデモンスト
レーションを開催しました。ファイナ
ルデモンストレーションでは、新型コ
ロナウィルス感染予防対策を行い、北
海道大学フード＆メディカルイノベー
ション国際拠点の会場と、オンライン
とのハイブリッド形式とで実施しまし
た。今回も北海道大学の学生だけでは
なく、東京大学、大阪大学、立命館大
学、名古屋市立大学、大阪公立大学、
公立はこだて未来大学、小樽商科大
学、札幌大谷大学など様々な地域の学
生が参加しました。遠方からは、時差
にも負けずノルウェーに留学中の学生
も参加してくれました。
　プログラムには、菅原精機株式会
社、株式会社ラック、戸田建設株式会

社、株式会社城南進学研究社、北海道
大学水産学部の計5団体からご参加い
ただきました。ケース課題も地域活性
化、教育、起業、技術循環、ジェンダ
ー問題と、幅広いジャンルから出題さ
れました。発表の締めを飾った北海道
大学水産学部チームの発表では、函館
をスタートアップの聖地にすべく、企
業・大学・学生を巻き込んだアイデア
が報告されました。会場にいた全員が
自分ごととして考えられる内容だった
こともあり、質疑応答では盛んな議論
が行われました。
　DEMOLAはフィンランド発の産官学
連携イノベーション創出プラットフォ
ームであり、世界16ヵ国、60大学以上
が参加している国際的な企業課題解決
ネットワークです。学生と企業担当者
が一緒にチームを組み、企業のリアル

な課題解決に取組むのが特徴です。
　2018年から日本では初めて、北海道
大学が導入し、約5年をかけて38社42
課題に取り組む活動を展開しており、
北海道大学をはじめ遠方他大学所属の
学生や海外在住の学生の参加が実現し
ています。
　DEMOLAでは、参加企業を随時募
集しております。次回の学生の参加者
募集は2023年2月下旬～3月下旬を予定
しております。
　詳細に関しましては、産学地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

2022年度 DEMOLA HOKKAIDO 3rd Batch
ファイナルデモンストレーションを実施

ファイナルデモンストレーションの様子

　産学・地域協働推進機構では、12月
17日（土）～18日（日）に札幌駅前通
地下歩行空間にて開催されたサイエン
ス・フェスタ2022において、SDGsを
テーマとしたワークショップ「目指
せみらい博士！～明日を創るのは君だ
～」を開催しました。
　本ワークショップでは、地球資源に
ついて学べるカードゲームを活用し、
子供たちには資源の重要さを体感して
いただきました。年少の子供にはやや
難しいゲームでしたが、8名の北大生
のサポートの下で、楽しそうにワーク

ショップに取り組んでいました。
　5歳から14歳までの30名を超える子
供たちが参加し、開催当日に飛び入り
参加の希望が寄せられるなど大変な盛
況ぶりで、参加者である子供たちやそ
の保護者からはご好評をいただきまし
た。子供からは「SDGsの活動が身近
なところにあるとわかった」「みんな
と協力して暮らした方が自分もいい暮
らしができると思った」「資源の大切
さがわかった」という声が多く、保護
者からは「子供が楽しそうに新しいこ
とを学べていてよかった」「大学生イ

ンストラクターの対応がとても素晴ら
しかった」という感想を頂きました。
参加後アンケートでは子供、保護者と
もに満足度が高く、「機会があればま
た参加したい」という感想が数多く寄
せられました。
　詳細に関しましては、産学地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

サイエンス・フェスタ2022にてSDGsワークショップ 目指せ！
みらい博士 ～明日を創るのは君だ～ 北海道大学×チ・カ・ホを実施

会場の様子 説明をする大学生インストラクター

みんなで相談して考える様子 考えながらゲームをする様子
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全学ニュース

　12月3日（土）2022年度のDEMOLA 
HOKKAIDO最終回 3rd Batchの最終
発表の場であるファイナルデモンスト
レーションを開催しました。ファイナ
ルデモンストレーションでは、新型コ
ロナウィルス感染予防対策を行い、北
海道大学フード＆メディカルイノベー
ション国際拠点の会場と、オンライン
とのハイブリッド形式とで実施しまし
た。今回も北海道大学の学生だけでは
なく、東京大学、大阪大学、立命館大
学、名古屋市立大学、大阪公立大学、
公立はこだて未来大学、小樽商科大
学、札幌大谷大学など様々な地域の学
生が参加しました。遠方からは、時差
にも負けずノルウェーに留学中の学生
も参加してくれました。
　プログラムには、菅原精機株式会
社、株式会社ラック、戸田建設株式会

社、株式会社城南進学研究社、北海道
大学水産学部の計5団体からご参加い
ただきました。ケース課題も地域活性
化、教育、起業、技術循環、ジェンダ
ー問題と、幅広いジャンルから出題さ
れました。発表の締めを飾った北海道
大学水産学部チームの発表では、函館
をスタートアップの聖地にすべく、企
業・大学・学生を巻き込んだアイデア
が報告されました。会場にいた全員が
自分ごととして考えられる内容だった
こともあり、質疑応答では盛んな議論
が行われました。
　DEMOLAはフィンランド発の産官学
連携イノベーション創出プラットフォ
ームであり、世界16ヵ国、60大学以上
が参加している国際的な企業課題解決
ネットワークです。学生と企業担当者
が一緒にチームを組み、企業のリアル

な課題解決に取組むのが特徴です。
　2018年から日本では初めて、北海道
大学が導入し、約5年をかけて38社42
課題に取り組む活動を展開しており、
北海道大学をはじめ遠方他大学所属の
学生や海外在住の学生の参加が実現し
ています。
　DEMOLAでは、参加企業を随時募
集しております。次回の学生の参加者
募集は2023年2月下旬～3月下旬を予定
しております。
　詳細に関しましては、産学地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

2022年度 DEMOLA HOKKAIDO 3rd Batch
ファイナルデモンストレーションを実施

ファイナルデモンストレーションの様子

　産学・地域協働推進機構では、12月
17日（土）～18日（日）に札幌駅前通
地下歩行空間にて開催されたサイエン
ス・フェスタ2022において、SDGsを
テーマとしたワークショップ「目指
せみらい博士！～明日を創るのは君だ
～」を開催しました。
　本ワークショップでは、地球資源に
ついて学べるカードゲームを活用し、
子供たちには資源の重要さを体感して
いただきました。年少の子供にはやや
難しいゲームでしたが、8名の北大生
のサポートの下で、楽しそうにワーク

ショップに取り組んでいました。
　5歳から14歳までの30名を超える子
供たちが参加し、開催当日に飛び入り
参加の希望が寄せられるなど大変な盛
況ぶりで、参加者である子供たちやそ
の保護者からはご好評をいただきまし
た。子供からは「SDGsの活動が身近
なところにあるとわかった」「みんな
と協力して暮らした方が自分もいい暮
らしができると思った」「資源の大切
さがわかった」という声が多く、保護
者からは「子供が楽しそうに新しいこ
とを学べていてよかった」「大学生イ

ンストラクターの対応がとても素晴ら
しかった」という感想を頂きました。
参加後アンケートでは子供、保護者と
もに満足度が高く、「機会があればま
た参加したい」という感想が数多く寄
せられました。
　詳細に関しましては、産学地域協
働 推 進 機 構 D E M O L A 事 務 局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

（産学・地域協働推進機構）

サイエンス・フェスタ2022にてSDGsワークショップ 目指せ！
みらい博士 ～明日を創るのは君だ～ 北海道大学×チ・カ・ホを実施

会場の様子 説明をする大学生インストラクター

みんなで相談して考える様子 考えながらゲームをする様子
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全学ニュース

　11月25日（金）、百年記念会館大会議
室及びオンラインにて、第1回北大・地
球研連携協定記念シンポジウムを開催
しました。本シンポジウムは、4月に
本学と総合地球環境学研究所（地球
研）の連携協定が締結されたことか
ら、今後協働してどのような地域・世
界の未来社会のデザインを描くことが

できるか議論することを目的として開
催されました。
　諸地域が抱える課題から地球規模の
課題に至るまで、多角的な視点から環
境問題とその課題解決に向けた取組に
ついて講演が行われた後、パネルディ
スカッションでは、総合知を創出し、
戦略的に活用する今後の連携について

活発な議論が交わされました。
　本シンポジウムはZoomウェビナー
により配信され、後日アーカイブを北
大公式YouTubeで公開する予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

第１回北大・地球研連携協定記念シンポジウムをハイブリッドで開催

挨拶をする寳金総長 挨拶をする山極所長

パネルディスカッションの様子 集合写真（シンポジウム登壇者等）

第1部　挨拶・基調講演
挨拶：寳金清博　総長、山極壽一　地球研所長
基調講演
「北大発展の歴史とSDGs」　横田　篤　理事・副学長
「大学共同利用機関･地球研の共同研究と北大との連携」　谷口真人　地球研副所長
第2部　北大・地球研の研究紹介
2.1 地域課題の解決から地球環境問題にアプローチする
「地域と子どもで創る未来のサニテーション」　山内太郎　環境健康科学研究教育センター長、保健科学研究院教授
「Recognizing local knowledge and histories in contested forest systems towards transforming global environmental injustices」

WONG, Grace Mun Yee　地球研准教授、Stockholm Resilience Centre, Stockholm University
コメンテーター：松田素二　地球研プログラムディレクター
2.2 地球スケールから見る多様な地域社会
「地球温暖化のホットスポット：北極域の課題解決に向けて」　大塚夏彦　北極域研究センター副センター長
「Too muchとtoo littleを解消した持続可能な窒素利用を目指して」　

林健太郎　地球研教授、農業・食品産業技術総合研究機構 主席研究員
コメンテーター：山中康裕　地球環境科学研究院教授
第3部　パネルディスカッション
モデレーター：山内教授
パネリスト：寳金総長、山極所長、横田理事・副学長、谷口副所長

　サステイナビリティ推進機構は、12
月22日（木）、令和4年度第2回サステ
イナビリティ推進員会議をオンライン
で開催しました。各部局のサステイナ
ビリティ推進員及び同補佐の他、施設
部職員等合わせて80名の出席がありま
した。
　SDGs事業推進本部長の横田　篤理
事・副学長より開会の挨拶の後、事務
よりサステイナビリティ推進員制度に
ついて説明を行いました。続いて協力
要請として、令和4年度冬季の省エネ
ルギー対策及び省エネアンケートの結
果について報告を行い、ホームページ*
による電力の使用状況グラフを活用し
ていただくよう案内がありました。
　次にSDGs事業推進本部の加藤　悟

教授より「北海道大学×SDGsへの情報
提供について」依頼**を行いました。ま
た、報告事項としてサステイナブルキ
ャンパスマネジメント本部の平　裕特
任助教よりサステイナブルキャンパス
評価システム（ASSC／アスク）の令
和3年度の結果及び来年度以降の運用
について報告を行いました。プラチナ
認証相当の結果等を踏まえ、今後は3
年ごとに実施するとし、次回は令和6
年度に行うとした説明がありました。
その後、事務より「カーボンニュート
ラル戦略プロジェクトチームの設置」
について説明がありました。
　最後に、省エネパトロールの実施や
SDGs関連の情報提供、及び省エネ活
動に関して、意見交換を行いました。

主な議題は下記のとおりです。
　サステイナビリティ推進機構では、
今後も引き続き、部局等と連携を図り
ながらサステイナビリティ推進に関す
る活動を実施して参ります。
　これらの活動はキャンパスの維持・
管理や財政等に密接に関わる課題でも
あり、北海道大学として持続していく
ためにも全学で一丸となって進めてい
きたいと考えます。皆様のご理解・ご
協力の程、よろしくお願いします。

*https://zengakudenryoku.osc.hokudai.ac.jp
/denryoku/
**「北海道大学×SDGs」ニュース掲載依頼フォーム
https://forms.gle/wEZP36MS1nGJ1MkD9

（サステイナビリティ推進機構）

令和4年度第2回サステイナビリティ推進員会議を開催

参加者撮影（一部抜粋）

1．サステイナビリティ推進員制度について
協力要請
2．令和4年度冬季の省エネルギー対策及び省エネアンケートの結果について
3．北海道大学×SDGsへの情報提供について（依頼）
報告
4．サステイナブルキャンパス評価システム（ASSC／アスク）令和3年度の結果及び来年度以降の運用について
5．カーボンニュートラル戦略PTの設置について

1 

12 3

W

19,500kW 1/5 7 11 31
20,016 W 1/31 9.2

19,500kW

3 20,304kW 43
4 20,268kW 45
0 19,440kW 50
4 20,520kW 42

12 20,280kW 35
3 19,872kW 45

20,016kW 32
(1,000kW)

-8

-9.8

-12.7

-12.5

-3.2

-9 -9.2

-14

-12

-10

-8

-6

-4

-2

0

18,800
19,000
19,200
19,400
19,600
19,800
20,000
20,200
20,400
20,600
20,800

kW

省エネルギー対策の手引き 2018*** 令和3年度冬季の節電結果報告

発表事項（発表者）

***https://www.facility.hokudai.ac.jp/wp-content/uploads/2018/07/2018.07-syoene-tebiki.pdf
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　11月25日（金）、百年記念会館大会議
室及びオンラインにて、第1回北大・地
球研連携協定記念シンポジウムを開催
しました。本シンポジウムは、4月に
本学と総合地球環境学研究所（地球
研）の連携協定が締結されたことか
ら、今後協働してどのような地域・世
界の未来社会のデザインを描くことが

できるか議論することを目的として開
催されました。
　諸地域が抱える課題から地球規模の
課題に至るまで、多角的な視点から環
境問題とその課題解決に向けた取組に
ついて講演が行われた後、パネルディ
スカッションでは、総合知を創出し、
戦略的に活用する今後の連携について

活発な議論が交わされました。
　本シンポジウムはZoomウェビナー
により配信され、後日アーカイブを北
大公式YouTubeで公開する予定です。

（サステイナビリティ推進機構）

第１回北大・地球研連携協定記念シンポジウムをハイブリッドで開催

挨拶をする寳金総長 挨拶をする山極所長

パネルディスカッションの様子 集合写真（シンポジウム登壇者等）

第1部　挨拶・基調講演
挨拶：寳金清博　総長、山極壽一　地球研所長
基調講演
「北大発展の歴史とSDGs」　横田　篤　理事・副学長
「大学共同利用機関･地球研の共同研究と北大との連携」　谷口真人　地球研副所長
第2部　北大・地球研の研究紹介
2.1 地域課題の解決から地球環境問題にアプローチする
「地域と子どもで創る未来のサニテーション」　山内太郎　環境健康科学研究教育センター長、保健科学研究院教授
「Recognizing local knowledge and histories in contested forest systems towards transforming global environmental injustices」

WONG, Grace Mun Yee　地球研准教授、Stockholm Resilience Centre, Stockholm University
コメンテーター：松田素二　地球研プログラムディレクター
2.2 地球スケールから見る多様な地域社会
「地球温暖化のホットスポット：北極域の課題解決に向けて」　大塚夏彦　北極域研究センター副センター長
「Too muchとtoo littleを解消した持続可能な窒素利用を目指して」　

林健太郎　地球研教授、農業・食品産業技術総合研究機構 主席研究員
コメンテーター：山中康裕　地球環境科学研究院教授
第3部　パネルディスカッション
モデレーター：山内教授　　　　　　　　
パネリスト：寳金総長、山極所長、横田理事・副学長、谷口副所長

　サステイナビリティ推進機構は、12
月22日（木）、令和4年度第2回サステ
イナビリティ推進員会議をオンライン
で開催しました。各部局のサステイナ
ビリティ推進員及び同補佐の他、施設
部職員等合わせて80名の出席がありま
した。
　SDGs事業推進本部長の横田　篤理
事・副学長より開会の挨拶の後、事務
よりサステイナビリティ推進員制度に
ついて説明を行いました。続いて協力
要請として、令和4年度冬季の省エネ
ルギー対策及び省エネアンケートの結
果について報告を行い、ホームページ*
による電力の使用状況グラフを活用し
ていただくよう案内がありました。
　次にSDGs事業推進本部の加藤　悟

教授より「北海道大学×SDGsへの情報
提供について」依頼**を行いました。ま
た、報告事項としてサステイナブルキ
ャンパスマネジメント本部の平　裕特
任助教よりサステイナブルキャンパス
評価システム（ASSC／アスク）の令
和3年度の結果及び来年度以降の運用
について報告を行いました。プラチナ
認証相当の結果等を踏まえ、今後は3
年ごとに実施するとし、次回は令和6
年度に行うとした説明がありました。
その後、事務より「カーボンニュート
ラル戦略プロジェクトチームの設置」
について説明がありました。
　最後に、省エネパトロールの実施や
SDGs関連の情報提供、及び省エネ活
動に関して、意見交換を行いました。

主な議題は下記のとおりです。
　サステイナビリティ推進機構では、
今後も引き続き、部局等と連携を図り
ながらサステイナビリティ推進に関す
る活動を実施して参ります。
　これらの活動はキャンパスの維持・
管理や財政等に密接に関わる課題でも
あり、北海道大学として持続していく
ためにも全学で一丸となって進めてい
きたいと考えます。皆様のご理解・ご
協力の程、よろしくお願いします。

*https://zengakudenryoku.osc.hokudai.ac.jp
/denryoku/
**「北海道大学×SDGs」ニュース掲載依頼フォーム
https://forms.gle/wEZP36MS1nGJ1MkD9

（サステイナビリティ推進機構）

令和4年度第2回サステイナビリティ推進員会議を開催

参加者撮影（一部抜粋）

1．サステイナビリティ推進員制度について
協力要請
2．令和4年度冬季の省エネルギー対策及び省エネアンケートの結果について
3．北海道大学×SDGsへの情報提供について（依頼）
報告
4．サステイナブルキャンパス評価システム（ASSC／アスク）令和3年度の結果及び来年度以降の運用について
5．カーボンニュートラル戦略PTの設置について
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省エネルギー対策の手引き 2018*** 令和3年度冬季の節電結果報告

発表事項（発表者）

***https://www.facility.hokudai.ac.jp/wp-content/uploads/2018/07/2018.07-syoene-tebiki.pdf
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　本学DX博士人材フェローシップ、
アンビシャス博士人材フェローシップ
は、東京外国語大学の多文化共生イノ
ベーション研究育成フェローシップ
（MIRAI）と共催で12月10日（土）・
11日（日）に「博士学生のための異分
野交流会」を開催しました。
　博士学生に対して文理の垣根を越え
た異分野交流の場を提供し、自分の研
究を他の人に伝える力を鍛えることを
目的として1泊2日の合宿形式で行われ
た交流会には、本学DXフェローシッ
プ、アンビシャス博士人材フェローシ
ップ等の博士学生25名、東京外国語大
学MIRAI博士学生5名、特別講演会講
師3名、企画・運営を担当する実行委
員（創成研究機構 L-Stationアンビシャ
ス特別助教他）、本学及び東京外国語
大学の教職員11名が参加しました。初

日の特別講演会では、エア・ウォータ
ー株式会社の阿保洋一氏、Letara株式
会社代表取締役／本学工学研究院特任
助教のランドン ケンプス氏、本学科学
技術コミュニケーション教育研究部門
（CoSTEP）特任助教の大内田美沙紀
氏が、企業やアカデミア領域でのキャ
リアパスや、これまでのキャリアの中
で経験した DXや異分野交流に関して
講演しました。続くポスターセッショ
ンでは、博士学生が研究内容を発表し
合いました。2日目は「DX時代の博士
学生の未来」をテーマにワークショッ
プを実施、終始賑やかに意見交換が行
われました。参加者は、対面で議論を
交えることで互いの研究に対する理解
を深め、分野ごとの表現方法の相違点
などの気づきを得た様子でした。
　博士学生は日々、研究室や学会など

で専門分野について議論を深めていま
すが、専門分野をどのように活かす
か、異分野領域の研究者や一般市民と
どのようにコミュニケーション（アウ
トリーチ）すればよいのか、Society5.0
に向けたDXとどのように関わるか、
といった点について考える機会は稀で
す。DX博士人材フェローシップ及びア
ンビシャス博士人材フェローシップで
は、今後も文理の垣根を越えた異分野
交流等を通して、キャリアパスを考え
将来社会を牽引する博士人材になるた
めに必要なトランスファラブルスキル
を修得する機会を提供してまいります。
　詳細はWebサイトに掲載しています
（https://phdiscover.jp/phd/）。

（大学院教育推進機構）

DX博士人材フェローシップ等にて
「博士学生のための異分野交流会」を開催

ポスター発表の様子 ポスター賞受賞者（左より冼麗珊さん（文学院D2）、
野口真司さん（総合化学院D1）、小林真也さん
（MIRAI D1）、長谷川健司さん（MIRAI D1））

ワークショップの様子

集合写真

■部局ニュース

　文学院は、12月21日（水）に、北海
学園大学文学研究科と特別聴講学生に
関する協定を締結し、調印式を行いま
した。
　調印式は本学で執り行われ、北海学
園大学から上野誠治文学研究科長、鈴
木英之教授、田中洋也教授ら5名が、
本学から藤田　健文学院長、加藤重広
教授ら4名が出席しました。
　本学では、法学研究科及び経済学院

において同種の大学院学生の交流協定
を北海学園大学と締結しているところ
ですが、文学院にとっては、本協定が
初めての国内大学との単位互換を伴う
学生交流協定となります。
　今回の協定締結により、双方の大学
院の人的資源を活用して、幅広い研究
領域にわたる充実した教育が可能とな
り、調印式では、藤田文学院長及び上
野文学研究科長から、協定締結の意義

と今後の展望が述べられました。
　調印式の後には、両大学院における
教育や研究指導の現状等について意見
交換が行われ、今後、両大学間のさら
なる連携、交流の発展が期待されま
す。

（文学院）

文学院が北海学園大学文学研究科と特別聴講学生に関する協定を締結

関係者集合写真 意見交換をする藤田文学院長（右）と上野文学研究科長（左）

　理学研究院では、11月28日（月）に
消防訓練を実施しました。
　当日は、小雨の降る肌寒い天候の
中、12時10分地震発生に伴い7号館2階
211室から出火した想定で、金川眞行
理学・生命科学事務部長を隊長とする
事務部で構成された自衛消防隊による

通報連絡、非常放送、初期消火、避難
誘導、救護等の総合的な訓練を、教職
員・学生約50名が参加し実施されまし
た。
　訓練終了後には、村越副研究院長か
ら、訓練参加者及び協力者への慰労の
辞があり、隊長からは今回の訓練結果

を踏まえ、改善すべき事項の確認を行
っていきたいとの意思表明がありまし
た。

（理学院・理学研究院・理学部）

理学研究院で消防訓練を実施

初期消火班による消火の様子 消防隊長による各班への指示している様子



北大時報  No.826／令和5年（2023年）1月 29

部局ニュース

　本学DX博士人材フェローシップ、
アンビシャス博士人材フェローシップ
は、東京外国語大学の多文化共生イノ
ベーション研究育成フェローシップ
（MIRAI）と共催で12月10日（土）・
11日（日）に「博士学生のための異分
野交流会」を開催しました。
　博士学生に対して文理の垣根を越え
た異分野交流の場を提供し、自分の研
究を他の人に伝える力を鍛えることを
目的として1泊2日の合宿形式で行われ
た交流会には、本学DXフェローシッ
プ、アンビシャス博士人材フェローシ
ップ等の博士学生25名、東京外国語大
学MIRAI博士学生5名、特別講演会講
師3名、企画・運営を担当する実行委
員（創成研究機構 L-Stationアンビシャ
ス特別助教他）、本学及び東京外国語
大学の教職員11名が参加しました。初

日の特別講演会では、エア・ウォータ
ー株式会社の阿保洋一氏、Letara株式
会社代表取締役／本学工学研究院特任
助教のランドン ケンプス氏、本学科学
技術コミュニケーション教育研究部門
（CoSTEP）特任助教の大内田美沙紀
氏が、企業やアカデミア領域でのキャ
リアパスや、これまでのキャリアの中
で経験した DXや異分野交流に関して
講演しました。続くポスターセッショ
ンでは、博士学生が研究内容を発表し
合いました。2日目は「DX時代の博士
学生の未来」をテーマにワークショッ
プを実施、終始賑やかに意見交換が行
われました。参加者は、対面で議論を
交えることで互いの研究に対する理解
を深め、分野ごとの表現方法の相違点
などの気づきを得た様子でした。
　博士学生は日々、研究室や学会など

で専門分野について議論を深めていま
すが、専門分野をどのように活かす
か、異分野領域の研究者や一般市民と
どのようにコミュニケーション（アウ
トリーチ）すればよいのか、Society5.0
に向けたDXとどのように関わるか、
といった点について考える機会は稀で
す。DX博士人材フェローシップ及びア
ンビシャス博士人材フェローシップで
は、今後も文理の垣根を越えた異分野
交流等を通して、キャリアパスを考え
将来社会を牽引する博士人材になるた
めに必要なトランスファラブルスキル
を修得する機会を提供してまいります。
　詳細はWebサイトに掲載しています
（https://phdiscover.jp/phd/）。

（大学院教育推進機構）

DX博士人材フェローシップ等にて
「博士学生のための異分野交流会」を開催

ポスター発表の様子 ポスター賞受賞者（左より冼麗珊さん（文学院D2）、
野口真司さん（総合化学院D1）、小林真也さん
（MIRAI D1）、長谷川健司さん（MIRAI D1））

ワークショップの様子

集合写真

■部局ニュース

　文学院は、12月21日（水）に、北海
学園大学文学研究科と特別聴講学生に
関する協定を締結し、調印式を行いま
した。
　調印式は本学で執り行われ、北海学
園大学から上野誠治文学研究科長、鈴
木英之教授、田中洋也教授ら5名が、
本学から藤田　健文学院長、加藤重広
教授ら4名が出席しました。
　本学では、法学研究科及び経済学院

において同種の大学院学生の交流協定
を北海学園大学と締結しているところ
ですが、文学院にとっては、本協定が
初めての国内大学との単位互換を伴う
学生交流協定となります。
　今回の協定締結により、双方の大学
院の人的資源を活用して、幅広い研究
領域にわたる充実した教育が可能とな
り、調印式では、藤田文学院長及び上
野文学研究科長から、協定締結の意義

と今後の展望が述べられました。
　調印式の後には、両大学院における
教育や研究指導の現状等について意見
交換が行われ、今後、両大学間のさら
なる連携、交流の発展が期待されま
す。

（文学院）

文学院が北海学園大学文学研究科と特別聴講学生に関する協定を締結

関係者集合写真 意見交換をする藤田文学院長（右）と上野文学研究科長（左）

　理学研究院では、11月28日（月）に
消防訓練を実施しました。
　当日は、小雨の降る肌寒い天候の
中、12時10分地震発生に伴い7号館2階
211室から出火した想定で、金川眞行
理学・生命科学事務部長を隊長とする
事務部で構成された自衛消防隊による

通報連絡、非常放送、初期消火、避難
誘導、救護等の総合的な訓練を、教職
員・学生約50名が参加し実施されまし
た。
　訓練終了後には、村越副研究院長か
ら、訓練参加者及び協力者への慰労の
辞があり、隊長からは今回の訓練結果

を踏まえ、改善すべき事項の確認を行
っていきたいとの意思表明がありまし
た。

（理学院・理学研究院・理学部）

理学研究院で消防訓練を実施

初期消火班による消火の様子 消防隊長による各班への指示している様子
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部局ニュース

　12月16日（金）、5回目の“Research 
Ethics Workshop for IGP students（研
究倫理ワークショップ）”を開催致し
ました。コロナ禍による影響で、2020
年、2021年は開催できず、3年ぶりの
開催となりました。
　このワークショップは、本学オープ
ンエディケーションセンターと大学院
教育推進機構高等教育研修センターラ
ーニングサポート部門のご協力のも
と、生命科学院が実施する国費外国人
留学生の優先配置を行う英語での学位
取得を目指す特別プログラム「～北海
道と世界の懸け橋～ 生命科学イノベー
ター養成プログラムTraining Program 

for Innovators in Life Sciences - Be a 
Bridge between Hokkaido and the 
World -」が、プログラム学生を対象と
して実施致しました。また、先端生命
科学研究院・相沢智康教授が講師を務
めました。
　受講登録をした学生は、東京工業大
学・眞嶋俊造教授による「研究倫理」
講義を事前に動画視聴して得た知識を
活用しながら、与えられた研究倫理に
関する課題に取り組むという反転学習
形式でのアクティブラーニングを行い
ました。講義は全編英語で実施され、
中国・インド・インドネシア・マレー
シア・クウェート・タイからの外国人

留学生7名、日本人学生4名が3つのグ
ループに分かれることで、ディスカッ
ションが活発に行われました。普段接
する機会の少ない様々な研究室の学生
が共学することで、知識や考え方を共
有するだけでなく、意見を述べる姿勢
についても、それぞれの学生が良い刺
激を受けたことと思います。
　開催にあたりご理解・ご協力いただ
いた指導教員のみなさま、ご支援いた
だいた事務担当スタッフのみなさまに
は深くお礼申し上げます。

（生命科学院）

相沢教授による講義の様子 発表の様子

グループディスカッションの様子１ グループディスカッションの様子２

生命科学院がアクティブラーニング形式の「Research Ethics 
Workshop for IGP students（研究倫理ワークショップ）」を開催

　医学研究院では、12月5日（月）に
第17回医学研究院連携研究センター研
究成果発表会をオンラインにて開催し
ました。
　本センターは、長期的展望に基づい
て堅実な知を追求する基盤的研究と、
目標と期間を設定して先端的・革新的
な研究開発を目指す戦略的研究の融合
を図ることを目的として、平成18年4
月1日に設置された学際的研究拠点で

す。これまで、大型研究プロジェクト
を中心として多彩な研究活動が展開さ
れ、医学・生命科学と理工学の融合領
域において、世界をリードする数多く
の研究成果が得られています。
　今回の研究成果発表会では、37名の
教職員・学生等の参加があり、センタ
ーの各分野から最新の情報が提供さ
れ、活発な質疑応答が行われました。
　また、特別講演として、京都大学大

学院医学研究科　社会健康医学系専
攻　教授　今中雄一氏による「医療シ
ステムの把握と健康志向の社会づく
り」と題した講演を行いました。参加
者にとって、今後の取り組みに向けた
新たな可能性が示唆された研究成果発
表会となりました。

（医学研究院）

第17回医学研究院連携研究センター研究成果発表会をオンライン開催

講演する医学院博士課程　垂水政人 氏 特別講演演者によるオンライン開催の模様

　歯学研究院では、11月22日（火）、
令和4年度動物供養祭を、新型コロナ
ウイルス感染防止対策を講じながら執
り行いました。
　本供養祭は、過去1年間に歯学教
育・研究のため実験に供された動物
（ラット、マウス計1,682体）への感
謝と追悼のために毎年実施しており、

教職員、学生等の動物実験関係者約30
人が参列しました。
　最初に網塚憲生歯学研究院長から挨
拶があり、次いで動物実験委員会委員
長の舩橋　誠教授から、動物実験施設
の利用にあたって引き続き新型コロナ
ウイルス感染予防対策を徹底していく
ことが述べられるとともに、歯学研究

の進歩に尊い命を捧げて下さった多数
の実験動物の御霊の安らかなることを
願う旨の「祭文」が捧げられ、最後に
参列者全員により献花が行われました。

（歯学院・歯学研究院・歯学部）

歯学研究院で「動物供養祭」を挙行

「祭文」を読み上げる舩橋委員長 献花を行う網塚研究院長

さいもん
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　12月16日（金）、5回目の“Research 
Ethics Workshop for IGP students（研
究倫理ワークショップ）”を開催致し
ました。コロナ禍による影響で、2020
年、2021年は開催できず、3年ぶりの
開催となりました。
　このワークショップは、本学オープ
ンエディケーションセンターと大学院
教育推進機構高等教育研修センターラ
ーニングサポート部門のご協力のも
と、生命科学院が実施する国費外国人
留学生の優先配置を行う英語での学位
取得を目指す特別プログラム「～北海
道と世界の懸け橋～ 生命科学イノベー
ター養成プログラムTraining Program 

for Innovators in Life Sciences - Be a 
Bridge between Hokkaido and the 
World -」が、プログラム学生を対象と
して実施致しました。また、先端生命
科学研究院・相沢智康教授が講師を務
めました。
　受講登録をした学生は、東京工業大
学・眞嶋俊造教授による「研究倫理」
講義を事前に動画視聴して得た知識を
活用しながら、与えられた研究倫理に
関する課題に取り組むという反転学習
形式でのアクティブラーニングを行い
ました。講義は全編英語で実施され、
中国・インド・インドネシア・マレー
シア・クウェート・タイからの外国人

留学生7名、日本人学生4名が3つのグ
ループに分かれることで、ディスカッ
ションが活発に行われました。普段接
する機会の少ない様々な研究室の学生
が共学することで、知識や考え方を共
有するだけでなく、意見を述べる姿勢
についても、それぞれの学生が良い刺
激を受けたことと思います。
　開催にあたりご理解・ご協力いただ
いた指導教員のみなさま、ご支援いた
だいた事務担当スタッフのみなさまに
は深くお礼申し上げます。

（生命科学院）

相沢教授による講義の様子 発表の様子

グループディスカッションの様子１ グループディスカッションの様子２

生命科学院がアクティブラーニング形式の「Research Ethics 
Workshop for IGP students（研究倫理ワークショップ）」を開催

　医学研究院では、12月5日（月）に
第17回医学研究院連携研究センター研
究成果発表会をオンラインにて開催し
ました。
　本センターは、長期的展望に基づい
て堅実な知を追求する基盤的研究と、
目標と期間を設定して先端的・革新的
な研究開発を目指す戦略的研究の融合
を図ることを目的として、平成18年4
月1日に設置された学際的研究拠点で

す。これまで、大型研究プロジェクト
を中心として多彩な研究活動が展開さ
れ、医学・生命科学と理工学の融合領
域において、世界をリードする数多く
の研究成果が得られています。
　今回の研究成果発表会では、37名の
教職員・学生等の参加があり、センタ
ーの各分野から最新の情報が提供さ
れ、活発な質疑応答が行われました。
　また、特別講演として、京都大学大

学院医学研究科　社会健康医学系専
攻　教授　今中雄一氏による「医療シ
ステムの把握と健康志向の社会づく
り」と題した講演を行いました。参加
者にとって、今後の取り組みに向けた
新たな可能性が示唆された研究成果発
表会となりました。

（医学研究院）

第17回医学研究院連携研究センター研究成果発表会をオンライン開催

講演する医学院博士課程　垂水政人 氏 特別講演演者によるオンライン開催の模様

　歯学研究院では、11月22日（火）、
令和4年度動物供養祭を、新型コロナ
ウイルス感染防止対策を講じながら執
り行いました。
　本供養祭は、過去1年間に歯学教
育・研究のため実験に供された動物
（ラット、マウス計1,682体）への感
謝と追悼のために毎年実施しており、

教職員、学生等の動物実験関係者約30
人が参列しました。
　最初に網塚憲生歯学研究院長から挨
拶があり、次いで動物実験委員会委員
長の舩橋　誠教授から、動物実験施設
の利用にあたって引き続き新型コロナ
ウイルス感染予防対策を徹底していく
ことが述べられるとともに、歯学研究

の進歩に尊い命を捧げて下さった多数
の実験動物の御霊の安らかなることを
願う旨の「祭文」が捧げられ、最後に
参列者全員により献花が行われました。

（歯学院・歯学研究院・歯学部）

歯学研究院で「動物供養祭」を挙行

「祭文」を読み上げる舩橋委員長 献花を行う網塚研究院長

さいもん
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部局ニュース

　工学院・工学研究院・工学部、情報
科学院・情報科学研究院、量子集積エ
レクトロニクス研究センターでは、
「工学部安全の日※」関連行事として、
毎年学内外から講師を招いて、安全衛
生管理に係るテーマで講演会を開催し
ています。
　本年度は、11月22日（火）にオンラ
イン会議形式により、AGC株式会社
化学品カンパニー環境安全品質部の豊
福正典氏を講師に迎え、「AGC化学

品カンパニーの技術系人材育成～安
全・保安防災教育について～」と題
し、入社後の導入教育、特に化学プラ
ントの運転に従事する社員への安全及
び保安防災に関する教育について、
AGC化学品カンパニーの事例を紹介
いただきました。
　当日は、多くの学生及び教職員がオ
ンラインで聴講し、講演後には予定時
刻を超えて質疑応答がなされ、参加者
からは企業の実例を知ることができて

有益であった旨の感想が寄せられる
等、有意義な講演会となりました。

※工学部安全の日
　平成4年8月10日に工学部で発生した重大
事故に鑑み、本学部における安全管理・安
全教育体制の整備と安全意識の向上に資す
るために、制定された日。

（工学院・工学研究院・工学部、
情報科学院・情報科学研究院、

量子集積エレクトロニクス研究センター）

工学系部局で安全衛生管理講演会を開催

講演する豊福氏

　12月19日（月）、低温科学研究所は金
沢大学環日本海域環境研究センターと
連携協定を締結しました。当協定は、
これまで長年にわたり培ってきた研究
協力関係を基盤として、より緊密で組
織的な連携関係を構築することによ
り、低温科学及び環境科学分野の研究
を発展させることを目的としています。
　金沢大学環日本海域環境研究センタ
ーは、環日本海域から東アジアにおけ
る自然現象と人間活動により生ずる環
境問題の解決を目指し、東アジア大陸
部から越境輸送される物質の実態把握
に最適な観測拠点にて研究を進め、持
続可能な環境保全に取り組まれていま
す。平成28年には、文部科学省の共同
利用・共同研究拠点に認定され、環日
本海域の有害化学物質等の動態把握の
研究を展開しています。
　また、これまで低温科学研究所の環

オホーツク観測研究センターと連携し、
日本周辺縁辺海の自然科学的な役割の
解明に関する研究を進めており、今後
は環日本海域及び環オホーツク地域に
おける地球科学的研究、地球温暖化や
越境汚染等の環境問題、生物多様性の
損失等に係る創造的・先駆的な研究拠
点形成を協力して推進していきます。
　調印式には、金沢大学から長尾誠也

環日本海域環境研究センター長、当研
究所から渡部直樹所長、山口良文副所
長、西岡　純環オホーツク観測研究セ
ンター長が出席し、研究交流に向けた
意見交換会も実施されました。
　今後、双方の研究交流がますます活
発に行われることが期待されます。

（低温科学研究所）

低温科学研究所が金沢大学環日本海域環境研究センターと連携協定を締結

調印後の渡部所長（左）と長尾センター長（右） 調印式における関係者集合写真

　12月14日（水）～16日（金）にスラ
ブ・ユーラシア研究センターにおい
て、恒例の冬期国際シンポジウムが開
催されました。今年のテーマは、「永
久凍土：気候変動と資源開発は北極域
の生活をどう変えているのか」でし
た。当センターでは、北極域研究セン
ターなどとともに、文科省の北極域研
究加速プロジェクト（ArCS II）を実施
しており、今回の国際シンポジウムは、
当センターの生存戦略研究プロジェク
トに加えて、ArCS IIの社会文化課題
「温暖化する北極域から見るエネルギ
ー資源と食に関わる人間の安全保障」
と海外交流研究力強化プログラム「地
域社会・開発・文化からみた北極と東
アジア連鎖」、東北大学東北アジア研
究センターが主催しました。

　国際シンポジウムは3年ぶりに対面の
みで開催され、外国からは、フィンラ
ンド、米国、ロシアなどから計11名が
参加しました。国内からの参加者を含
めると、58名の参加者となりました。
懇親会（ホテルマイステイズ札幌アス
ペン）やエクスカーション（ウポポイ）
も予定通り行われ、コロナ禍前の国際
シンポジウムに近い形での開催となり
ました。
　ArCS IIでは学際的な研究が行われ
ていることから、普段の当センターの
国際シンポジウムとは異なり、自然科
学の研究者も多数参加しました。各セ
ッションでは、永久凍土の変化、その
上で営まれる先住民（サハ人を含む）
の生業その他の経済活動、先住民の文
化やアイデンティティ、その持続的発

展の可能性などについて議論がなされ
ました。全部で19の報告のうち、10の
報告はロシアのサハ共和国に関わる報
告となりましたが、これは、これまで
ArCS IIの社会文化課題で行ってきた北
極域研究の多くが同共和国での現地調
査に基づいていることを示すものでし
た。2～3年間、直接会って話をするこ
とができなかったこともあり、対面で
の議論には大変力が入りました。外国
の研究者との間では、今後の研究協力
の拡大についての話し合いもなされ、
得るところの大きいシンポジウムとな
りました。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

スラブ・ユーラシア研究センターが冬期国際シンポジウムを開催

会場の様子 フロアーからの質問
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部局ニュース

　工学院・工学研究院・工学部、情報
科学院・情報科学研究院、量子集積エ
レクトロニクス研究センターでは、
「工学部安全の日※」関連行事として、
毎年学内外から講師を招いて、安全衛
生管理に係るテーマで講演会を開催し
ています。
　本年度は、11月22日（火）にオンラ
イン会議形式により、AGC株式会社
化学品カンパニー環境安全品質部の豊
福正典氏を講師に迎え、「AGC化学

品カンパニーの技術系人材育成～安
全・保安防災教育について～」と題
し、入社後の導入教育、特に化学プラ
ントの運転に従事する社員への安全及
び保安防災に関する教育について、
AGC化学品カンパニーの事例を紹介
いただきました。
　当日は、多くの学生及び教職員がオ
ンラインで聴講し、講演後には予定時
刻を超えて質疑応答がなされ、参加者
からは企業の実例を知ることができて

有益であった旨の感想が寄せられる
等、有意義な講演会となりました。

※工学部安全の日
　平成4年8月10日に工学部で発生した重大
事故に鑑み、本学部における安全管理・安
全教育体制の整備と安全意識の向上に資す
るために、制定された日。

（工学院・工学研究院・工学部、
情報科学院・情報科学研究院、

量子集積エレクトロニクス研究センター）

工学系部局で安全衛生管理講演会を開催

講演する豊福氏

　12月19日（月）、低温科学研究所は金
沢大学環日本海域環境研究センターと
連携協定を締結しました。当協定は、
これまで長年にわたり培ってきた研究
協力関係を基盤として、より緊密で組
織的な連携関係を構築することによ
り、低温科学及び環境科学分野の研究
を発展させることを目的としています。
　金沢大学環日本海域環境研究センタ
ーは、環日本海域から東アジアにおけ
る自然現象と人間活動により生ずる環
境問題の解決を目指し、東アジア大陸
部から越境輸送される物質の実態把握
に最適な観測拠点にて研究を進め、持
続可能な環境保全に取り組まれていま
す。平成28年には、文部科学省の共同
利用・共同研究拠点に認定され、環日
本海域の有害化学物質等の動態把握の
研究を展開しています。
　また、これまで低温科学研究所の環

オホーツク観測研究センターと連携し、
日本周辺縁辺海の自然科学的な役割の
解明に関する研究を進めており、今後
は環日本海域及び環オホーツク地域に
おける地球科学的研究、地球温暖化や
越境汚染等の環境問題、生物多様性の
損失等に係る創造的・先駆的な研究拠
点形成を協力して推進していきます。
　調印式には、金沢大学から長尾誠也

環日本海域環境研究センター長、当研
究所から渡部直樹所長、山口良文副所
長、西岡　純環オホーツク観測研究セ
ンター長が出席し、研究交流に向けた
意見交換会も実施されました。
　今後、双方の研究交流がますます活
発に行われることが期待されます。

（低温科学研究所）

低温科学研究所が金沢大学環日本海域環境研究センターと連携協定を締結

調印後の渡部所長（左）と長尾センター長（右） 調印式における関係者集合写真

　12月14日（水）～16日（金）にスラ
ブ・ユーラシア研究センターにおい
て、恒例の冬期国際シンポジウムが開
催されました。今年のテーマは、「永
久凍土：気候変動と資源開発は北極域
の生活をどう変えているのか」でし
た。当センターでは、北極域研究セン
ターなどとともに、文科省の北極域研
究加速プロジェクト（ArCS II）を実施
しており、今回の国際シンポジウムは、
当センターの生存戦略研究プロジェク
トに加えて、ArCS IIの社会文化課題
「温暖化する北極域から見るエネルギ
ー資源と食に関わる人間の安全保障」
と海外交流研究力強化プログラム「地
域社会・開発・文化からみた北極と東
アジア連鎖」、東北大学東北アジア研
究センターが主催しました。

　国際シンポジウムは3年ぶりに対面の
みで開催され、外国からは、フィンラ
ンド、米国、ロシアなどから計11名が
参加しました。国内からの参加者を含
めると、58名の参加者となりました。
懇親会（ホテルマイステイズ札幌アス
ペン）やエクスカーション（ウポポイ）
も予定通り行われ、コロナ禍前の国際
シンポジウムに近い形での開催となり
ました。
　ArCS IIでは学際的な研究が行われ
ていることから、普段の当センターの
国際シンポジウムとは異なり、自然科
学の研究者も多数参加しました。各セ
ッションでは、永久凍土の変化、その
上で営まれる先住民（サハ人を含む）
の生業その他の経済活動、先住民の文
化やアイデンティティ、その持続的発

展の可能性などについて議論がなされ
ました。全部で19の報告のうち、10の
報告はロシアのサハ共和国に関わる報
告となりましたが、これは、これまで
ArCS IIの社会文化課題で行ってきた北
極域研究の多くが同共和国での現地調
査に基づいていることを示すものでし
た。2～3年間、直接会って話をするこ
とができなかったこともあり、対面で
の議論には大変力が入りました。外国
の研究者との間では、今後の研究協力
の拡大についての話し合いもなされ、
得るところの大きいシンポジウムとな
りました。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

スラブ・ユーラシア研究センターが冬期国際シンポジウムを開催

会場の様子 フロアーからの質問
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部局ニュース

　北方生物圏フィールド科学センター
森林圏北管理部（名寄市）で、11月24
日（木）に、「北の森林（きたのもり）
サイエンスCAFE」を開催しました。
7月に行なった第1回に引き続き、研究
林を含む地域の森林の「木」に焦点を
当て、その利用と研究の結びつきを紹
介するプログラムを企画しました。
　参加者は13名で、一般社会人の方を
中心に、行政関係者・北大の大学院生
など多彩な顔ぶれでした。スタッフが
心をこめて準備したコーヒーを味わっ
た後、ゲストスピーカーである宮地鎮
雄さん（東川町・工房宮地 代表）か
ら「森の話　木の話　～家具のふるさ
と　森の木が家具になるまで～」の演
題で講演をしていただきました。宮地
さんは、北海道産のクルミ（オニグル
ミ）を使った椅子づくりで著名な、旭
川家具を代表する作家です。材料の調
達は、研究林が所在する中川町で行っ

ており、1本1本の立木を大切に、お客
様と一緒に山まで入り多数の木の中か
ら、「この木」を使うことを選び、そ
の選んだ木が、丸太を経て板となり家
具の部材となるまで紐づけして、極力
無駄のないよう製作していく過程を丁
寧に紹介していただきました。大量生
産では決してできない、自然の恵みを
最大限尊重したものづくりの理念がた
いへん印象的でした。
　続いて、本センターの小林　真准教
授からは「土によって変わる木材の
色」の話題提供がありました。この研
究は、宮地さんの長年の観察を端緒
に、上述の中川町での取り組みをきっ
かけにはじまったとのこと。クルミ
は、北海道産の広葉樹の中でとくに濃
い材色になることが特徴ですが、宮地
さんは、その色に生じる大きな個体差
の原因に疑問を抱いていました。そこ
で、小林准教授らの研究グループが、

実際に家具となった木が育っていた場
所の「土」に注目して研究を行った結
果、材色の濃淡は、土壌中のマグネシ
ウム含量と相関関係があったことが紹
介されました。質疑応答では、将来的
に色の濃いクルミを育てるための方法
や、今後の研究の具体的な提案も出さ
れ、予定時間をオーバーして議論が盛
り上がりました。
　7月の第1回は昼時間の開催でした
が、今回は平日のオフタイム（17:30
－19:00）に時間を設定しました。日
の短い季節にも関わらず、名寄市外か
ら来ていただいた方も複数おられまし
た。今後も、なるべく多くの方々に参
加していただけるよう工夫しながら、
幅広い研究アウトリーチを地域に届け
るよう、この取り組みを継続していき
たいと考えています。

（北方生物圏フィールド科学センター）

第2回 北の森林サイエンスCAFE開催

宮地さんの講演 宮地さんの椅子

コワーキングスペースでのコーヒータイム 小林准教授の講演

　12月20日（火）苫小牧市と苫小牧研
究林は学術・教育・文化及び地域の発
展に関する各分野の協力関係を深め、
双方の発展と充実に寄与することを目
的として包括連携協定を締結しました。
　当日は苫小牧市役所にて岩倉博文市
長と中村誠宏苫小牧研究林長らが出席
した締結式が執り行われました。
　苫小牧研究林は市街地とのアクセス

が良好な立地にあり、樹木園をはじめ
とした一般開放区域は日頃から市民の
方が散策に訪れています。また、苫小
牧研究林では参加者が実際に自然の中
で活動する体験型の教育サービスに力
を入れており、生物調査や林業、山村
暮らし、木工などの体験プログラムを
通して自然を身近なものとして感じる
ことができるような取り組みを進めて

います。締結式で中村林長は、「苫小
牧研究林の豊かな自然を使った教育サ
ービスのさらなる充実を図り、従来の
大学生対象だけでなく、幼稚園、小学
校、中学校、高校の児童、生徒、さら
に市民へと交流の輪を広げていきた
い」と今後の展望を語られました。

（北方生物圏フィールド科学センター）

苫小牧市と北方生物圏フィールド科学センター苫小牧研究林が
包括連携協定を締結

包括連携協定式に臨む岩倉市長（右）と中村苫小牧研究林長（左）
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部局ニュース

　北方生物圏フィールド科学センター
森林圏北管理部（名寄市）で、11月24
日（木）に、「北の森林（きたのもり）
サイエンスCAFE」を開催しました。
7月に行なった第1回に引き続き、研究
林を含む地域の森林の「木」に焦点を
当て、その利用と研究の結びつきを紹
介するプログラムを企画しました。
　参加者は13名で、一般社会人の方を
中心に、行政関係者・北大の大学院生
など多彩な顔ぶれでした。スタッフが
心をこめて準備したコーヒーを味わっ
た後、ゲストスピーカーである宮地鎮
雄さん（東川町・工房宮地 代表）か
ら「森の話　木の話　～家具のふるさ
と　森の木が家具になるまで～」の演
題で講演をしていただきました。宮地
さんは、北海道産のクルミ（オニグル
ミ）を使った椅子づくりで著名な、旭
川家具を代表する作家です。材料の調
達は、研究林が所在する中川町で行っ

ており、1本1本の立木を大切に、お客
様と一緒に山まで入り多数の木の中か
ら、「この木」を使うことを選び、そ
の選んだ木が、丸太を経て板となり家
具の部材となるまで紐づけして、極力
無駄のないよう製作していく過程を丁
寧に紹介していただきました。大量生
産では決してできない、自然の恵みを
最大限尊重したものづくりの理念がた
いへん印象的でした。
　続いて、本センターの小林　真准教
授からは「土によって変わる木材の
色」の話題提供がありました。この研
究は、宮地さんの長年の観察を端緒
に、上述の中川町での取り組みをきっ
かけにはじまったとのこと。クルミ
は、北海道産の広葉樹の中でとくに濃
い材色になることが特徴ですが、宮地
さんは、その色に生じる大きな個体差
の原因に疑問を抱いていました。そこ
で、小林准教授らの研究グループが、

実際に家具となった木が育っていた場
所の「土」に注目して研究を行った結
果、材色の濃淡は、土壌中のマグネシ
ウム含量と相関関係があったことが紹
介されました。質疑応答では、将来的
に色の濃いクルミを育てるための方法
や、今後の研究の具体的な提案も出さ
れ、予定時間をオーバーして議論が盛
り上がりました。
　7月の第1回は昼時間の開催でした
が、今回は平日のオフタイム（17:30
－19:00）に時間を設定しました。日
の短い季節にも関わらず、名寄市外か
ら来ていただいた方も複数おられまし
た。今後も、なるべく多くの方々に参
加していただけるよう工夫しながら、
幅広い研究アウトリーチを地域に届け
るよう、この取り組みを継続していき
たいと考えています。

（北方生物圏フィールド科学センター）

第2回 北の森林サイエンスCAFE開催

宮地さんの講演 宮地さんの椅子

コワーキングスペースでのコーヒータイム 小林准教授の講演

　12月20日（火）苫小牧市と苫小牧研
究林は学術・教育・文化及び地域の発
展に関する各分野の協力関係を深め、
双方の発展と充実に寄与することを目
的として包括連携協定を締結しました。
　当日は苫小牧市役所にて岩倉博文市
長と中村誠宏苫小牧研究林長らが出席
した締結式が執り行われました。
　苫小牧研究林は市街地とのアクセス

が良好な立地にあり、樹木園をはじめ
とした一般開放区域は日頃から市民の
方が散策に訪れています。また、苫小
牧研究林では参加者が実際に自然の中
で活動する体験型の教育サービスに力
を入れており、生物調査や林業、山村
暮らし、木工などの体験プログラムを
通して自然を身近なものとして感じる
ことができるような取り組みを進めて

います。締結式で中村林長は、「苫小
牧研究林の豊かな自然を使った教育サ
ービスのさらなる充実を図り、従来の
大学生対象だけでなく、幼稚園、小学
校、中学校、高校の児童、生徒、さら
に市民へと交流の輪を広げていきた
い」と今後の展望を語られました。

（北方生物圏フィールド科学センター）

苫小牧市と北方生物圏フィールド科学センター苫小牧研究林が
包括連携協定を締結

包括連携協定式に臨む岩倉市長（右）と中村苫小牧研究林長（左）
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部局ニュース

和歌山研究林でアートプロジェクト「森のちからXIII」を開催

展示作品『森の聲』 展示作品『水に含まれるもの』

展示作品『森の資料室』 11月23日に開催されたアート・ツアー作品見学の様子

　11月14日（月）～12月6日（火）に
かけて、北方生物圏フィールド科学セ
ンター和歌山研究林においてアートプ
ロジェクト「森のちからXIII・森の聲
（こえ）」が開催されました。
　本プロジェクトは、アートシーンの
第一線で活躍するアーティストを招聘
し、森の中での作品制作や地域交流イ
ベントなどの活動を通じ、豊かな自然
を蓄えた熊野地方の森の魅力や芸術文
化を広く発信する催しです。主催は和
歌山市に本拠を置くNPO法人和歌山
芸術文化支援協会（waccs）で、本林
がメインの会場となってから今年で3
度目の開催となります。
　今回は東京を拠点に活躍される彫刻
家の吉野祥太郎さんを招聘、また2019
年に本林で作品を制作された美術家の
南条嘉毅さんにもご協力いただき、林
内に建つ倉庫・実験用の貯水池・庁舎
建物の標本室を使った合計3作品が制
作されました。

　吉野さんが林内にて制作された2作
品のうちのひとつ『森の聲』は、風や
降雨などにより林道へ転がり落ちてく
る石や枝などの自然物から発される何
らかの「意志」について、もうひとつ
の『水に含まれるもの』は、深い森で
雨水が濾過されて作られる水源がも
つ、人間にとって計り知れない「自然
の力」について、それぞれ可視化が試
みられました。また南条さんが庁舎建
物の標本室にて制作された作品『森の
資料室』は、この標本室に常時展示さ
れている木材や種子のサンプル・古道
具などから放出される「標本」たらし
める情報（【アフォード（afford）】と
いう言葉が使われています）を、美術
の文脈や照明技術などを駆使して、通
常と異なる内容へ再編成する試みがな
されました。3作品いずれにおいても
自然の光や照明装置を使って作品その
ものの表情が時間をかけてゆっくりと
変化させていく仕掛けがあり、鑑賞者

が作品に触れたときには、作品たちの
主役である石や枝・水・標本類から発
されるメッセージがゆっくりと鑑賞者
自身の体の中に染み込んでいく不思議
な感覚を覚えることができました。
　作品は制作途中の様子から公開さ
れ、和歌山県の内外から見学者が多く
訪れたほか、作品鑑賞、座談会（アー
トトーク）、庁舎建物の見学会などを
組み合わせたアート・ツアーも11月23
日（水・祝）に開催され、終始盛況の
うちに幕を閉じました。また本林での
教育活動の一環として、複数の学生実
習などの場においても個別に作品鑑賞
の機会が設けられ、森林資源や生態系
サービスの多様な利用について学ぶ場
としても活用されました。

（※）本催しで制作された作品は、令和4年
12月末までで撤収しています。

（北方生物圏フィールド科学センター）

■博士学位記授与

　12月26日（月）に本学大学院研究科等の所定の課程を修了した課程博士は27人、及び本学に学位論文を提出してその審
査、試験等に合格した論文博士は6人でした。なお、被授与者の氏名と論文題目等は次のとおりです。

（学務部学務企画課）
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博士学位記授与

和歌山研究林でアートプロジェクト「森のちからXIII」を開催

展示作品『森の聲』 展示作品『水に含まれるもの』

展示作品『森の資料室』 11月23日に開催されたアート・ツアー作品見学の様子

　11月14日（月）～12月6日（火）に
かけて、北方生物圏フィールド科学セ
ンター和歌山研究林においてアートプ
ロジェクト「森のちからXIII・森の聲
（こえ）」が開催されました。
　本プロジェクトは、アートシーンの
第一線で活躍するアーティストを招聘
し、森の中での作品制作や地域交流イ
ベントなどの活動を通じ、豊かな自然
を蓄えた熊野地方の森の魅力や芸術文
化を広く発信する催しです。主催は和
歌山市に本拠を置くNPO法人和歌山
芸術文化支援協会（waccs）で、本林
がメインの会場となってから今年で3
度目の開催となります。
　今回は東京を拠点に活躍される彫刻
家の吉野祥太郎さんを招聘、また2019
年に本林で作品を制作された美術家の
南条嘉毅さんにもご協力いただき、林
内に建つ倉庫・実験用の貯水池・庁舎
建物の標本室を使った合計3作品が制
作されました。

　吉野さんが林内にて制作された2作
品のうちのひとつ『森の聲』は、風や
降雨などにより林道へ転がり落ちてく
る石や枝などの自然物から発される何
らかの「意志」について、もうひとつ
の『水に含まれるもの』は、深い森で
雨水が濾過されて作られる水源がも
つ、人間にとって計り知れない「自然
の力」について、それぞれ可視化が試
みられました。また南条さんが庁舎建
物の標本室にて制作された作品『森の
資料室』は、この標本室に常時展示さ
れている木材や種子のサンプル・古道
具などから放出される「標本」たらし
める情報（【アフォード（afford）】と
いう言葉が使われています）を、美術
の文脈や照明技術などを駆使して、通
常と異なる内容へ再編成する試みがな
されました。3作品いずれにおいても
自然の光や照明装置を使って作品その
ものの表情が時間をかけてゆっくりと
変化させていく仕掛けがあり、鑑賞者

が作品に触れたときには、作品たちの
主役である石や枝・水・標本類から発
されるメッセージがゆっくりと鑑賞者
自身の体の中に染み込んでいく不思議
な感覚を覚えることができました。
　作品は制作途中の様子から公開さ
れ、和歌山県の内外から見学者が多く
訪れたほか、作品鑑賞、座談会（アー
トトーク）、庁舎建物の見学会などを
組み合わせたアート・ツアーも11月23
日（水・祝）に開催され、終始盛況の
うちに幕を閉じました。また本林での
教育活動の一環として、複数の学生実
習などの場においても個別に作品鑑賞
の機会が設けられ、森林資源や生態系
サービスの多様な利用について学ぶ場
としても活用されました。

（※）本催しで制作された作品は、令和4年
12月末までで撤収しています。

（北方生物圏フィールド科学センター）

■博士学位記授与

　12月26日（月）に本学大学院研究科等の所定の課程を修了した課程博士は27人、及び本学に学位論文を提出してその審
査、試験等に合格した論文博士は6人でした。なお、被授与者の氏名と論文題目等は次のとおりです。

（学務部学務企画課）

課程博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（法学） 川
かわ

࡚
㆕き

　·な
ग़ೖࠃ管理ߦٴͼೖ管法におけるಉ性カッϓルʵϤーロッパ人ࡋݖॴのྫを素ࡐとしͯʵ

主査：教授　ࠤʑ木　խण

博士（水࢈科学） 山
やま

୩
や


よし

࢙
ふみ χンχクؚེԽ߹物によるڕ༉のࢎԽ੍ޮՌに関する研究

主査：教授　܀原　秀

博士（環境科学）

Ԧ
㈱㈵

䆾
㈈ィ㈵

Recreational impacts on unmanaged campsites in Daisetsuzan National Park and suitable
management strategy to enhance site sustainability
（大ઇ山ެཱࠃԂの野Ӧࢦ定地におけるϨクリΤーシϣンのӨڹと࣋ଓՄ性を高ΊるたΊの
దな管理ઓུ）

主査：教授　渡邉　悌二

S
ㇹ リ ㈢  ㈭

hilimkar 7
㈶ィ㈶㈅ㇰ

ivek
,
キㇹ㈩ー㈭

ishor

The contribution of the Indo-Pacific sea surface height variability to the Indonesian
Throughqow under changing climate�
（มΘΓΏ͘ܥީؾにおけるインυଠฏ༸地域のւ໘高ม動͕インυネシア௨ա流にٴ΅す
Өڹ）

主査：教授　୩ຊ　ཅ一

ٶ
みや

地
じ

༑
㇆う

ຑ
ま

Separation methods of the internal climate variability and externally forced response, and
their applications to the decadal climate variability in the tropical ocean-atmosphere�
（֎෦੍ڧԠと෦ީؾม動の分ख法とそのଳ大ؾւ༸ܥにおける10周ީؾظม動
のԠ用）

主査：教授　୩ຊ　ཅ一

博士（理学） 
とみ

Ӭ
ㆪㆋ

൏
はや

人
と

(round state properties of the ,ondo lattice model with electron-phonon interaction
（ఈঢ়ଶの性࣭جにおけるܕࢠ作用をつۙ藤֨ޓ૬ࢠ֨ࢠి）

主査：教授　ٶඌ　

博士（学）

Կ


ྊ
リ㈩ト

౩
தࠃՌ樹地域における新ల開とࢀೖՈの経Ӧཱ֬に関する研究ʵதࠃলライνࠃ有
をྫࣄにʵ

主査：教授　東山　

ࠤ
㆕

ʑ
㆕

木
き

७
じ㇅㇓ ւ道࢈χンχクのウイルス感染に関するӸ学的・分ࢠ生物学的解析

主査：教授　૿田　੫

Ճ
か

川
ㆋわ

ਅ
し㇓

二
じ

࿕
㇍う ҭछޮԽを目ࢦしたウシମ֎डਫ਼ཛ生ٕ࢈ज़に関する研究

主査：准教授　川原　学

博士（生໋科学）
T
ㇷ ㇸ ㇽ ㈈ ィ ㈭

hazhathethil
S
ㇹ ㈥ キ ー ㈘

hakkeeb

Cyclophane-based Supramolecular Mechanophores Using Charge-Transfer Complexes
（ిՙҠ動ࡨମを利用したシクロファンܕ分ࢠϝカノフΥア）

主査：教授　ۄஔ　信೭

博士（ιフトマλー
科学）

ຂ
㈢ー

齐
チーフオン

锋

Study on on-demand functionalization of hydrogel surfaces by force-induced rapid
microstructure growth
（ྗ༠起ٸ微ࡉ構造成長によるハイυロゲルද໘のオンデマンυ機Խに関する研究）

主査：教授　㰘　ᣵ

R
㈫ ㈈ ィ ー

ATIH
,
ㇰ ㇻ マ ㇻ ト  ㈈ ィ

USUMASTUTI

STUD: OF MAMMA(-OBIN 1 AS A RE(U-ATOR IN TRASTU;UMAB RESISTANT
CE--S` A((RESSI7ENESS
（トラスツズマϒ性ࡉ๔のܸ߈性におけるௐઅ因ࢠとしͯのマンマάロビン1に関する研究）

主査：教授　๕լ　Ӭ
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（教ҭ学） 
ㆩ

ذ
き

ܓ
けい

༎
すけ

Ոఉ科におけるシςΟズンシッϓ教ҭ࣮ફのΈのఏҊʕ高学ߍにおける৯ҭの࣮ફྫࣄ
よΓʕ

主査：教授　ٶ㟒　ོࢤ

博士（อ݈科学） 
㇀か

Ҫ
い

　·͞Έ
ྍデーλの利活用ج൫に関する医ྍ情報学的研究

主査：准教授　ਿ　博ߦ

博士（学）

H
フ ㇡ ㈵ ㇱ

uang D
㈂ 

ai

Study on the e⒎ect of upstream water and sediment discharge conditions to the alternate bar
dynamics in gravel-bed rivers
（্流͔Βの流ྔと࠭څ͕݅চ河川のަ࠭ޓभ動ଶに༩͑るӨڹに関する研究）

主査：准教授　࡚ؠ　理樹

ᜊ
㆕い

藤
とう

ढ़
し㇅㇓ 微คԽ活性と༡Ԙ素を用いた༹解性2ՁマンΨンのআڈ

主査：教授　দҪ　Ղ彦

成
ㆪ㇊

田
た

݈
け㇓

ଠ
た


㇍う ද流水におけるༀのݕग़Մ性の推定

主査：教授　দҪ　Ղ彦

博士（理学）

ന
しら

Ҫ
い


たか

信
ㆮㆶ

Study on the Dome-like Structures with Altered Microenvironment Induced by Basal Extrusion
of Ras712-transformed Cells
（๔͕形成する微খ環境を伴ったυーム様構造の研究ࡉఈບଆҳしたRas712มҟج）

主査：教授　村্　༸ଠ

根
ね

ຊ
㇂と

一
かず


ㆲ㇍

Colloidal Synthesis of Coherent InP�;nS Core�Shell Nanocrystals for Optoelectronic
Applications
（オϓトΤϨクトロχクス素ࢠけた֨ࢠ߹性InP�;nSίア・シΣルφノཻࢠの࣪ࣜ
߹成）

主査：教授　村ӽ　ܟ

博士（医学）

ന
しら

ௗ
と㇊

ཬ
㆕と

Ղ
か

抗CD�7抗ମΤフΣロサイトーシスをհしͯANCA関࿈血管Ԍを੍ޚする
（CD�7 blockade ameliorates ANCA associated vasculitis via the e⒎erocytosis）

主査：教授　ਗ਼野　研一

千
ち

༿
ㆰ

խ
ま㆕

ਘ
ㆲ㇍

CRISPR�Cas� screeningによっͯಉ定͞ΕたCD��PTC-ࡉ๔におけるN,ࡉ๔໔Ӹ͔ࢹΒ
のಀආ機構にਂ͘関༩する
（CRISPR screen identifies CD�� as a key molecule for evasion from N, cell surveillance in
peripheral T-cell lymphomas）

主査：教授　ࠤ藤　య

٢
よし

Ҫ
い

ܒ
けい

ଠ
た

Simulation-based assessment of model selection criteria during the application of benchmark
dose method to quantal response data
（ϕンνマークυーズ法の用ྔԠ関のద用に͔͔るϞデルબج४に関するシミュϨー
シϣン研究）

主査：教授　ࢠڿ　ࠊۄ

木
き

Ҫ
い

म
し㇅うㆸい

ฏ

大腸ԌϞデルの発症におけるSTAT1をհした-y�cཅ性マクロファージの༠ಋに関する研究
（Studies on the STAT1-mediated induction of -y�c-expressing macrophages in the onset of
an experimental colitis model）

主査：教授　ࡔຊ　直࠸

َ
き

಄
とう

݈
け㇓

一
いち

高த性ࢷ血症߹ซ2ܕ糖පにおけるϖマフΟϒラートのޮՌに関するݕ౼ʵલ؍͖研
究ʵ
（Effect of pemafibrate on lipid metabolism in patients with type 2 diabetes and
hypertriglyceridemia: a multicenter prospective observational study）

主査：教授　ҏ藤　ཅ一

博士（獣医学） ۙ
こ㇓

藤
ㆩう

ॆ
みㆤ

ر
き

Studies on xenobiotic metabolism as a defense system in Carnivora
（৯目動物における生ମޚ機構としͯのҟ物ँに関する研究）

主査：教授　Եࠇ　݉一

博士（文学） 㰘
キ㈩

ۚ
キ㈵

࿘
㈯ өը研究ݡީ

主査：教授　Ԡ　༤

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（情報科学） 藤
ふじ

原
わら

一
かず

道
みち

Whole-genome population analysis of wild house mice (Mus musculus): population genetic
structure in Eurasia and its surrounding areas and inference of expansion route associated
with human activities
（野生ハツカネズミ（Mus musculus）の全ゲノム集団解析：ユーラシア大陸とその周辺地域に
おける集団遺伝的構造の解明と人間活動に伴った拡散経路の推定）

主査：准教授　長田　直樹

論文博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（環境科学）

T
タ パ

HAPA
B
バ ー バ ナ

HABANA

Flood risk mitigation by inundation mapping and socioeconomic analyses in two river basins
of Nepal
（ネパールの2つの河川流域における浸水域予測地図作成と社会経済分析による洪水リスク軽減）

主査：教授　渡邉　悌二

F
フィトリ

itri R
リ ズ キ

izki
A
ア マ リ ア

malia

Development of a Reliable Method to Evaluate Photocatalytic Activity by Colorimetric
Analysis without Using Organic Dyes
（有機色素を用いない比色法による高信頼性光触媒活性試験法の開発）

主査：教授　ヴァスデヴァンピライ・ビジュ

博士（獣医学） 桑
くわ

田
た

千
ち

春
はる

Studies on teratogenicity of maternal hypoglycemia in rats and rabbits
（ラットとウサギにおける母動物低血糖と催奇形性に関する研究）

主査：教授　木村　和弘

博士（感染症学）

岡
おか

大
だい

輔
すけ

Studies on the antibacterial activity of a novel fluoroquinolone, OPS-2071, against
enteropathogenic bacteria
（腸管感染症起因菌に対する新規フルオロキノロン抗菌剤OPS-2071の抗菌活性に関する研究）

主査：教授　鈴木　定彦

豊
とよ

間
ま

根
ね

耕
こう

地
ち

Studies on identification and evaluation of CRISPR diversity on human skin microbiome for
development of a new personal identification method
（新規個人識別法の開発を目的としたヒト皮膚マイクロバイオームにおけるCRISPRの探索と
多様性解析）

主査：教授　東　秀明

博士(文学) 山
やま

際
ぎわ

明
あき

利
とし 張載關學思想探微—宋明理學における「虛」の思想の硏究—

主査：教授　𢎭𢎭　和𢎭
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博士学位記授与

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（教ҭ学） 
ㆩ

ذ
き

ܓ
けい

༎
すけ

Ոఉ科におけるシςΟズンシッϓ教ҭ࣮ફのΈのఏҊʕ高学ߍにおける৯ҭの࣮ફྫࣄ
よΓʕ

主査：教授　ٶ㟒　ོࢤ

博士（อ݈科学） 
㇀か

Ҫ
い

　·͞Έ
ྍデーλの利活用ج൫に関する医ྍ情報学的研究

主査：准教授　ਿ　博ߦ

博士（学）

H
フ ㇡ ㈵ ㇱ

uang D
㈂ 

ai

Study on the e⒎ect of upstream water and sediment discharge conditions to the alternate bar
dynamics in gravel-bed rivers
（্流͔Βの流ྔと࠭څ͕݅চ河川のަ࠭ޓभ動ଶに༩͑るӨڹに関する研究）

主査：准教授　࡚ؠ　理樹

ᜊ
㆕い

藤
とう

ढ़
し㇅㇓ 微คԽ活性と༡Ԙ素を用いた༹解性2ՁマンΨンのআڈ

主査：教授　দҪ　Ղ彦

成
ㆪ㇊

田
た

݈
け㇓

ଠ
た


㇍う ද流水におけるༀのݕग़Մ性の推定

主査：教授　দҪ　Ղ彦

博士（理学）

ന
しら

Ҫ
い


たか

信
ㆮㆶ

Study on the Dome-like Structures with Altered Microenvironment Induced by Basal Extrusion
of Ras712-transformed Cells
（๔͕形成する微খ環境を伴ったυーム様構造の研究ࡉఈບଆҳしたRas712มҟج）

主査：教授　村্　༸ଠ

根
ね

ຊ
㇂と

一
かず


ㆲ㇍

Colloidal Synthesis of Coherent InP�;nS Core�Shell Nanocrystals for Optoelectronic
Applications
（オϓトΤϨクトロχクス素ࢠけた֨ࢠ߹性InP�;nSίア・シΣルφノཻࢠの࣪ࣜ
߹成）

主査：教授　村ӽ　ܟ

博士（医学）

ന
しら

ௗ
と㇊

ཬ
㆕と

Ղ
か

抗CD�7抗ମΤフΣロサイトーシスをհしͯANCA関࿈血管Ԍを੍ޚする
（CD�7 blockade ameliorates ANCA associated vasculitis via the e⒎erocytosis）

主査：教授　ਗ਼野　研一

千
ち

༿
ㆰ

խ
ま㆕

ਘ
ㆲ㇍

CRISPR�Cas� screeningによっͯಉ定͞ΕたCD��PTC-ࡉ๔におけるN,ࡉ๔໔Ӹ͔ࢹΒ
のಀආ機構にਂ͘関༩する
（CRISPR screen identifies CD�� as a key molecule for evasion from N, cell surveillance in
peripheral T-cell lymphomas）

主査：教授　ࠤ藤　య

٢
よし

Ҫ
い

ܒ
けい

ଠ
た

Simulation-based assessment of model selection criteria during the application of benchmark
dose method to quantal response data
（ϕンνマークυーズ法の用ྔԠ関のద用に͔͔るϞデルબج४に関するシミュϨー
シϣン研究）

主査：教授　ࢠڿ　ࠊۄ

木
き

Ҫ
い

म
し㇅うㆸい

ฏ

大腸ԌϞデルの発症におけるSTAT1をհした-y�cཅ性マクロファージの༠ಋに関する研究
（Studies on the STAT1-mediated induction of -y�c-expressing macrophages in the onset of
an experimental colitis model）

主査：教授　ࡔຊ　直࠸

َ
き

಄
とう

݈
け㇓

一
いち

高த性ࢷ血症߹ซ2ܕ糖පにおけるϖマフΟϒラートのޮՌに関するݕ౼ʵલ؍͖研
究ʵ
（Effect of pemafibrate on lipid metabolism in patients with type 2 diabetes and
hypertriglyceridemia: a multicenter prospective observational study）

主査：教授　ҏ藤　ཅ一

博士（獣医学） ۙ
こ㇓

藤
ㆩう

ॆ
みㆤ

ر
き

Studies on xenobiotic metabolism as a defense system in Carnivora
（৯目動物における生ମޚ機構としͯのҟ物ँに関する研究）

主査：教授　Եࠇ　݉一

博士（文学） 㰘
キ㈩

ۚ
キ㈵

࿘
㈯ өը研究ݡީ

主査：教授　Ԡ　༤

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（情報科学） 藤
ふじ

原
わら

一
かず

道
みち

Whole-genome population analysis of wild house mice (Mus musculus): population genetic
structure in Eurasia and its surrounding areas and inference of expansion route associated
with human activities
（野生ハツカネズミ（Mus musculus）の全ゲノム集団解析：ユーラシア大陸とその周辺地域に
おける集団遺伝的構造の解明と人間活動に伴った拡散経路の推定）

主査：准教授　長田　直樹

論文博士

博士の専攻
分野の名称

博士の学位を授与された者
博　　士　　論　　文　　名

氏　　名

博士（環境科学）

T
タ パ

HAPA
B
バ ー バ ナ

HABANA

Flood risk mitigation by inundation mapping and socioeconomic analyses in two river basins
of Nepal
（ネパールの2つの河川流域における浸水域予測地図作成と社会経済分析による洪水リスク軽減）

主査：教授　渡邉　悌二

F
フィトリ

itri R
リ ズ キ

izki
A
ア マ リ ア

malia

Development of a Reliable Method to Evaluate Photocatalytic Activity by Colorimetric
Analysis without Using Organic Dyes
（有機色素を用いない比色法による高信頼性光触媒活性試験法の開発）

主査：教授　ヴァスデヴァンピライ・ビジュ

博士（獣医学） 桑
くわ

田
た

千
ち

春
はる

Studies on teratogenicity of maternal hypoglycemia in rats and rabbits
（ラットとウサギにおける母動物低血糖と催奇形性に関する研究）

主査：教授　木村　和弘

博士（感染症学）

岡
おか

大
だい

輔
すけ

Studies on the antibacterial activity of a novel fluoroquinolone, OPS-2071, against
enteropathogenic bacteria
（腸管感染症起因菌に対する新規フルオロキノロン抗菌剤OPS-2071の抗菌活性に関する研究）

主査：教授　鈴木　定彦

豊
とよ

間
ま

根
ね

耕
こう

地
ち

Studies on identification and evaluation of CRISPR diversity on human skin microbiome for
development of a new personal identification method
（新規個人識別法の開発を目的としたヒト皮膚マイクロバイオームにおけるCRISPRの探索と
多様性解析）

主査：教授　東　秀明

博士(文学) 山
やま

際
ぎわ

明
あき

利
とし 張載關學思想探微—宋明理學における「虛」の思想の硏究—

主査：教授　𢎭𢎭　和𢎭
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オーバーライドして入力

■研修

令和４年度北海道地区国立大学法人等学生支援担当職員SD研修

開 催 日：令和4年12月20日（火）
開催方式：Web会議システム　Cisco Webex
研修目的：学生指導、学生支援及び学生サービス業務を円滑かつ適正に処理するために必要な基本的知識、対応能力等を習

得することにより、学生支援担当職員としての能力の向上を図ることを目的とする。
主催部局：学務部学生支援課

文学研究院　瀬名波 栄潤教授による講演の様子

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

在札幌アメリカ合衆国総領事館　Mark Wuebbels 総領事 今後の交流に関する懇談4.12.154.12.15

来 訪 目 的

Mark Wuebbels 在札幌アメリカ合衆国総領事館総領事（中央左）
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オーバーライドして入力

■研修

令和４年度北海道地区国立大学法人等学生支援担当職員SD研修

開 催 日：令和4年12月20日（火）
開催方式：Web会議システム　Cisco Webex
研修目的：学生指導、学生支援及び学生サービス業務を円滑かつ適正に処理するために必要な基本的知識、対応能力等を習

得することにより、学生支援担当職員としての能力の向上を図ることを目的とする。
主催部局：学務部学生支援課

文学研究院　瀬名波 栄潤教授による講演の様子

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

在札幌アメリカ合衆国総領事館　Mark Wuebbels 総領事 今後の交流に関する懇談4.12.154.12.15

来 訪 目 的

Mark Wuebbels 在札幌アメリカ合衆国総領事館総領事（中央左）
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人事

■人事

令和4年12月15日付発令

令和5年1月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
大学院歯学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

城　戸　幹　太
小　川　貴　弘
小　林　孝　一

（採用）
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【部局長】
大学院法学研究科長
法学部長
（期間：令和6年12月14日まで）

【副研究科長】
大学院法学研究科副研究科長
（期間：令和6年12月14日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和6年12月14日まで）

尾　﨑　一　郎

佐々木　雅　寿

佐々木　雅　寿

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院法学研究科教授

大学院法学研究科教授

令和4年12月15日付

新任部局長等紹介

尾﨑　一郎 教授
いちろうお ざき

略　歴
生 年 月 日　昭和41年6月19日
平成元年 3月　東京大学法学部卒業
平成 3年 3月　東京大学大学院法学政治学研究科基礎法学専攻修士課程修了
平成 3年 4月　東京大学大学院法学政治学研究科助手
平成 6年 9月　北海道大学法学部助教授
平成12年 4月　北海道大学大学院法学研究科助教授
平成17年 4月　北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター助教授
平成18年 4月　北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
平成27年 4月
平成31年 3月　北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長

令和 2年12月　北海道大学大学院法学研究科副研究科長
令和 4年12月　北海道大学教育研究評議会評議員

法学研究科長・法学部長に

令和4年12月14日限りで小名木明宏
法学研究科長・法学部長が任期満了と
なり、その後任として尾﨑一郎教授が
発令されました。
　任期は、令和6年12月14日までです。

新任教授紹介

令和5年1月1日付

歯学研究院教授に

口腔医学部門口腔病態学分野
歯科麻酔学教室

城戸　幹太　氏
たかんき ど

最終学歴
東北大学大学院歯学研究科博士課程修了（平成11年3月）

　博士（歯学）（東北大学） 
専門分野
　歯科麻酔学

情報科学研究院教授に

メディアネットワーク部門
情報メディア学分野

小川　貴弘　氏
ひろたかお がわ

生年月日
　昭和55年12月21日
最終学歴
北海道大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了（平成19年9月）

　博士（情報科学）（北海道大学）
専門分野
マルチメディア信号処理、人工知能

情報科学研究院教授に

システム情報科学部門
システム創成学分野

小林　孝一　氏
いちこうこばやし

生年月日
　昭和50年7月21日
最終学歴
東京工業大学大学院情報理工学研究科博士後期課程修了（平成19年3月）

　博士（工学）（東京工業大学）
専門分野
システム制御理論、サイバーフィジカルシステム
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人事

■人事

令和4年12月15日付発令

令和5年1月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
大学院歯学研究院教授
大学院情報科学研究院教授
大学院情報科学研究院教授

城　戸　幹　太
小　川　貴　弘
小　林　孝　一

（採用）
大学院情報科学研究院准教授
大学院情報科学研究院准教授

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【部局長】
大学院法学研究科長
法学部長
（期間：令和6年12月14日まで）

【副研究科長】
大学院法学研究科副研究科長
（期間：令和6年12月14日まで）

【教育研究評議会評議員】
（期間：令和6年12月14日まで）

尾　﨑　一　郎

佐々木　雅　寿

佐々木　雅　寿

大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授

大学院法学研究科教授

大学院法学研究科教授

令和4年12月15日付

新任部局長等紹介

尾﨑　一郎 教授
いちろうお ざき

略　歴
生 年 月 日　昭和41年6月19日
平成元年 3月　東京大学法学部卒業
平成 3年 3月　東京大学大学院法学政治学研究科基礎法学専攻修士課程修了
平成 3年 4月　東京大学大学院法学政治学研究科助手
平成 6年 9月　北海道大学法学部助教授
平成12年 4月　北海道大学大学院法学研究科助教授
平成17年 4月　北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター助教授
平成18年 4月　北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター教授
平成27年 4月
平成31年 3月　北海道大学大学院法学研究科附属高等法政教育研究センター長

令和 2年12月　北海道大学大学院法学研究科副研究科長
令和 4年12月　北海道大学教育研究評議会評議員

法学研究科長・法学部長に

令和4年12月14日限りで小名木明宏
法学研究科長・法学部長が任期満了と
なり、その後任として尾﨑一郎教授が
発令されました。
　任期は、令和6年12月14日までです。

新任教授紹介

令和5年1月1日付

歯学研究院教授に

口腔医学部門口腔病態学分野
歯科麻酔学教室

城戸　幹太　氏
たかんき ど

最終学歴
東北大学大学院歯学研究科博士課程修了（平成11年3月）

　博士（歯学）（東北大学） 
専門分野
　歯科麻酔学

情報科学研究院教授に

メディアネットワーク部門
情報メディア学分野

小川　貴弘　氏
ひろたかお がわ

生年月日
　昭和55年12月21日
最終学歴
北海道大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了（平成19年9月）

　博士（情報科学）（北海道大学）
専門分野
マルチメディア信号処理、人工知能

情報科学研究院教授に

システム情報科学部門
システム創成学分野

小林　孝一　氏
いちこうこばやし

生年月日
　昭和50年7月21日
最終学歴
東京工業大学大学院情報理工学研究科博士後期課程修了（平成19年3月）

　博士（工学）（東京工業大学）
専門分野
システム制御理論、サイバーフィジカルシステム
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オーバーライドして入力

■訃報

名誉教授　飯田　誠一　氏
（享年87歳）

名誉教授　飯田誠一　先生が令和4
年12月12日にご逝去されました。
　飯田先生は昭和10年北海道に生ま
れ、同33年北海道大学工学部機械工学
科を卒業、同35年同大学院博士課程を
退学後、北海道大学工学部講師に着
任、同36年助教授、同58年教授に任じ
られました。平成11年に定年退職後

は、北海道工業試験場特別相談員を務
められました。
　学内においては、国際交流委員会専
門委員、点検評価委員会専門委員、文
部省在外研究員候補者選考委員会委員
として本学の主に国際交流分野で貢献
されております。
　学外においては、日本機械学会にお
いて理事、評議員、北海道支部長など
の役職を歴任して機械工学分野（主に
流体工学）の発展に大いに寄与すると
ともに、テクノポリス函館開発計画検
討協議会委員、文部省学術審議会（科
学研究費分科会）専門委員、(財)宇宙
環境利用推進センター研究推進委員会
委員、北海道クリーンエネルギーアド
バイザーなどを歴任して地域の発展に
大いに貢献されております。
　飯田先生は、層流境界層の解析及び
流体機械の性能に関する研究、よどみ

点流れの安定性及び圧縮性流体の流れ
に関する研究、熱流体のカオス的挙動
に関する研究を行い、これらの分野の
研究発展に多大な貢献をされておりま
す。その中でもコンピュータの黎明期
より流れの数値解析手法の研究を続
けられ、層流境界層の数値解法とし
ては最も高速な手法の一つとして知
られる独自の高収束解法を確立し、
層流剥離の予測と制御の分野に多大
な貢献をされております。この業績
は“Encyclopedia Fluid Mechanics”
に収録され世界的にも認められており
ます。
　ここに謹んで飯田先生の学術研究の
発展、人材育成への貢献に感謝し、心
よりご冥福をお祈り申し上げます。

（工学院・工学研究院・工学部）

いちせいいい だ
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今月のキャンパス風景は天塩研究林です。二酸化炭素吸収量を測定するフラックスタワーから見下ろすと、地上では寒さを
物ともせず作業を続ける職員の姿が。天塩研究林では、教育・研究だけではなく、木を素早く、正確に切り倒す技術も継承
されてきました。ここで伐採した木は、地元幌延町で造られるジンやワインの熟成樽にもなるそう。地域との連携を粘り強
く続けてきた、天塩研究林の努力が窺えます。

編 集 メ モ

テスト当日に高等教育推進機構へ入場していく
受験生の様子

高等教育推進機構での設営の様子

 ● 大学入学共通テストが1月14日（土）、15日（日）の2日間
にわたって行われました。本学試験会場における設営や
テスト当日の様子は、関係者の皆様の協力を得て、テレ
ビ等で報道されています。報道を見て、これから実施す

る本学の一般選抜に思いを馳せた北大人も多かったので
はないでしょうか。全学一丸となって、入試シーズンを
乗り切っていきたいですね。
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キャンパス風景 34 北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション
北管理部天塩研究林（天塩郡幌延町字問寒別131）
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